


Ｌａｐｉｚ はスペイン語で鉛筆の意味。（ラピス ）

地球上には、一本の鉛筆すら手にすることができ

ない子どもが大勢いる。

貧困、紛争や戦乱、迫害などによって学ぶ機会

を奪われた子どもたち。鉛筆を持てば、宝物のよ

うに大事にし、字を覚え、絵をかくだろう。

世界中の子ど たちに笑顔を。も

Ｌａｐｉｚにはそんな思いが込められている。

銃を持つ少女

Lapizとは
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編集長 井上脩身Lapiz

東京電力福島第一原発事故をめぐって業務上過失致死
傷罪で強制起訴された東電旧経営陣の公判で、武藤栄元
副社長は「長期評価は信頼性がない」と述べました。長
期評価というのは、２００２年に政府の地震調査研究推
進本部が福島沖でマグニチュード（Ｍ）８・２前後の地
震が発生する可能性を公表したことをさします。これに
基づいて東電の子会社が０８年、同原発への津波が「最
大１５・７メートルに達する」との計算結果をまとめ、

。 （ 、武藤氏に報告しました この数値通りになるなら 実際
東日本大震災による津波は１４メートルを超えた 、早）
急に対策をたてねばなりませんが、武藤氏はその信頼性
を否定したのでした。私が不思議に思うのは、仮に信頼
しなかったとしても、こうした予測値があるいじょう、
なぜ最低限の措置をとらなかったかという点です。非常
用電源を津波がこない高台に移しておけば、メルトダウ
ンはおきなかったでしょう。東電トップという超エリー
トに最悪の事態だけは避けるという、当たり前の庶民感
覚がなかったことに、原発問題の本質があるように思い
ます。

武藤氏と勝股恒久元会長、武黒一郎元副社長の３人の
強制起訴にともなう東電原発裁判は２０１７年６月３０
日に初公判が開かれ、検察官役の指定弁護士による起訴

状朗読の後、３被告はそれぞれ無罪を主張しました。
この裁判の争点は簡単にいえば「１５・７メートルと

いう津波予測を知っていたのに対策をとらなかった」こ
とが刑事上の過失にあたるかどうかです 逆にいえば １。 「
５・７メートル」という予測値を「信頼性がない」とし
て無視することに合理的理由があるかです。
福島第一原発の地盤は海面から１０メートルの高さに

あります。繰り返しますが、１５・７メートルの津波が
押し寄せてくれば原発は水浸しになります。これでは非
常用電源も水没し全電源喪失になることは必至です。こ
のため東電の担当者は海抜２０メートルの防潮堤を造る
などの対策計画をつくり 武藤氏に提出していました 添、 （
田孝史『東電原発裁判――福島原発事故の責任を問う』
岩波書店 。しかし武藤氏は何の対策も取りませんでし）
た。

東電側は「地震本部の予測の信頼性は専門家からも疑
問視された」などと主張しています。２０メートルの防
潮堤を築くとなると膨大な経費がかかるでしょう。武藤
氏ら経営幹部は「信頼性がない」ことにしようとしたの
ではないのか。将来の予測ですから、１００％信頼でき
るとだれも言えるはずがありません。それをいいことに
カネがかかることを避けた、との疑いを私はぬぐうこと

巻頭言　井上脩身編集長
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ができません。
２０１７年３月１７日、前橋地裁の原道子裁判長は福

島原発訴訟で国の賠償責任を認める画期的な判決をくだ
しました。この裁判は避難指示区域内の２５世帯７６人
と区域外の２０世帯６１人が原告となり、東電と国に対
し一人一律１０００万円の損害賠償を求めて起こしたも
ので、福島県南相馬市などの原告の自宅４カ所で異例の
現場検証が行われました。

この裁判でも争点は２００２年の長期評価と０８年の
１５・７メートルの予測値の評価でした。原裁判長は東
電に対し「高い津波を０２年に予見することができ、０
８年には実際に予見していた と断じ 国についても ０」 、 「
８年３月ごろには、東電に事故回避の措置をとらすべき
だった。東電と同じだけの賠償をすべき責任がある」と
判示しました（前掲書 。）

東電に責任があるとした根拠の一つとして 「電気設、
備を高いところに設置するなどの対策をとっていれば、
事故は発生しなかった。それらの対策は時間がかからず
費用も安かった」としている点に私は注目をしました。
平たくいえば、冒頭に述べたように非常用電源を高台に
移す、ということです。おそらく費用は最大でも数億の
範囲でしょう。東電にとってみれば、年金生活者がワン
コインで買い物をする程度の負担ですんだはずです。
話を東電の刑事責任を問う裁判に戻ります。１０月１

６日、東京地裁で開かれた公判で被告人質問が行われま
。 「 」した ここで武藤氏が長期評価について 信頼性がない

と述べたのです。報道によると武藤氏は「 専門家の）（
土木学会に（長期評価の信頼性を）検討してもらうのが
妥当と考え （部下に）研究しようと言った」と答えて、
います （１０月１７日付毎日新聞）。

武藤氏がいう土木学会というのは、１９３８年の福島
県沖地震（Ｍ７・５）をもとに計算し、同原発の津波高
が５・７メートルとしたことを指しています。武藤氏は
「土木学会の数値を信頼していたので、１４メートルも
の高さの津波を予見することができなかった」と言いた
いようです。

この裁判は１５・７メートルの攻防戦といえるでしょ
う。民事責任と刑事責任のハードルの高さは大きく異な
るといわれます。刑事責任がある、との判決に至り得る
かとなると予断は許しません。ただ私が素人的に願うの
は 「なぜ最悪の事態を避ける措置をしなかったのか」、
を追及してほしい、ということです 「１５・７メート。
ル」と聞いたかぎり、最低限のことをしておくのは社会
の常識というものです。これを怠ったことは間違いなく
大きな過失であり、重大な責めを負うべきであると思う
のです。

東電がこうした非常用電源を安全な場所に移すという
最低限のことも行わなかったため、広範囲で住民たちに
さまざまな犠牲を強いることになりました。その一つに
低線量被ばくによる健康被害があります。本号では低線
量放射能の問題点を探りました。 （了）

巻頭言　井上脩身編集長
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三重県に関（亀山市）という町がある。東海道 次のうち 番目の宿場町で53 47
ある。江戸時代の終わり頃から明治時代にかけて建てられた町家が 棟以上も200
現存しているという。いわゆる「当時の雰囲気が残る町」である。

宿場・関の名は、愛発の関（あらちのせき・越前国 ・不破の関（美濃国）と）
ともに「日本三関」に数えられ、 年頃に軍事上の目的で設置された「鈴鹿の670
関」に由来する。壬申の乱（ 年）に大海人皇子（天武天皇）が、鈴鹿の関を672
閉ざしたことは知られているので歴史は古い。

桶屋の姿態描写が生き
生きと力がこもって切
実で、人物画にすぐれ
た北斎の典型的な傑作
（ ）ウイキペディアより

尾州不二見原 葛飾北斎

coverstory 服部健という生き方　片山通夫
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この歴史ある関に、明治１５年か
ら４代続いた桶を制作する服部健さ
んという方がおられる。勿論材料は
スギやサワラ、コウヤマキなどだ。
服部さんは父の跡を継いで 年だ38
という。

桶に使う材料を吟味し、桶のサイ
ズに合ったカンナなどいわゆる職人
の道具をなん十種類も用意そして手
入れして使いこなす。まさに職人技

。 （ ） 。だ また桶には箍 たが が必要だ
江戸時代には箍屋（たがや）という
箍を扱い桶を修理する専門の職人が
いた。しかし服部さんはこの桶に必
須の箍も自分でこしらえる。

稚拙な文章では彼の技は表現しき
れない。カバーストーリーとしては
いささか変形になるが、彼の仕事ぶ
りは写真で見ていただこう。

最後に桶にまつわる無駄話を。昔
から「風が吹くと桶屋が儲かる」と
言われてきた。

その意は
大風で土ぼこりが立つ
土ぼこりが目に入って、盲人が
増える
盲人は三味線を買う（当時の盲
人が就ける職に由来）

三味線に使う猫皮が必要にな
り、ネコが殺される
ネコが減ればネズミが増える
ネズミは桶をかじる
桶の需要が増え桶屋が儲かる

という具合なのだ。

ところ変われば話も変わる。北海
,道オホーツク海沿岸、特に紋別市

網走市には桶屋が多く、三味線とは
全く関係のない話が伝わっている。

北風により流氷が接岸する
特に夜間には急激に気温が下が
り、室内でも氷点下の気温となる
漬物桶、風呂桶、漁具の桶が凍結
し、破壊される
桶の需要が増え桶屋が儲かる

服部さんは、プラスチックの桶な
どが出てきてからは、一般には売れ
ることはないと話す。

そういえば風呂の湯桶などほとん
どがプラスチック製だ。

逆に今や、手作りの木製桶は工芸
品としての価値が出てきている。

代目桶重 服部名人作4
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名人が名作工芸品を生み出すための道具類
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作品の寸法と図面が書かれた帳面桶重の歴史
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（完）

coverstory 服部健という生き方　片山通夫

15



中川眞須良のとりとめのない話

16



《地図ぶらあるき》

オイミャコン・１００

年・夏・日本国2018
内観測史上最高気温が記
録されたことはこの年の
酷暑を物語っている。最
高が記録されたのであれ
ば逆に最低が・・・・、
それも世界最低気温が気
になるのが私の性格であ
る。単に地球上の観測値
ならば南極大陸でのマイ
ナス 度前後の記録はす89
ぐに見つけられるがこれ
にはあまり興味が湧かな
い。

地球上、北半球での過去の最低気温の観測地はオイミャコ
ン、その値はマイナス ・ 度にすぐにたどり着いた。67 7
このオイミヤコン、どのような場所なのか・・・、その地

2は、ロシア極東連邦管区、サハ共和国東部、南北に走る
本の山脈間に位置する広大な高原(北海道の面積以上）の一
つの地域内の一つの町ウスチネラ(行政中心地）から更に南
へ１００キロメートル以上離れた村である。
人口１００数十人のこの村、人間が定住する場所で地球上
での最低気温を記録したことにより北半球の寒極と呼ばれ
ている。
）北緯 度 分､標高 メートル、盆地の南奥に位置1 63 27 741
する。
） 月の平均気温マイナス 、 度、同月の最低平均気温1 1 46 4
マイナス 度。50

公式的には 年 月 日観測された気温、マイナス1933 2 6
、 度などがその概要である。67 7
測定方法が異なるが同地区から北北西に キロメート600

ルの町ウェルボヤンスクでは 年、マイナス ・ 度が1892 69 8
観測された事実があると議論になり、また 年の地質探1924
査の時にこのオイミヤコンでマイナス ・ 度が観測され71 2
たとする非公式情報もあるなど記録公認も大変である。

しかしこの地、夏の気温が 度を越える日はめずらしく30
なく一年の寒暖の差は限りなく１００度に近いとするこの
別の事実の記録 「 は世界一だ、と、 オイミャコン・１００」
する事に今のところどこの町からも異論は出ていないよう
だ。

因みにオイミャコンの地
名はヤクート語で「不凍の
水」を意味し付近に温泉が
湧くことに由来するのか。
定住地として形成し始めた
のはソ連時代に入ってから
だとか････｡

最後にこの「オイミャコ
ン・１００」を体験しよう

7 2 2と夏の 月、冬の 月の
度に渡りこの地を訪れる旅
行者が増えつつあるとか。
数年後は観光地になってい
るかもしれない。

中川眞須良のとりとめのない話
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原発を考えるシリーズ

牛乳汚染する低線量放射能
―酪農場近くの原発の恐怖―

文 井上脩身

私は最近 『低線量放射線の脅威』という本を読んだ。原発事故が起きた場合、ど、
のような影響が出るのかを詳細にレポートしたもので、筆者はアメリカの統計学者
ジェイ・Ｍ・グールド氏と 「放射線と公衆衛生プロジェクト」副責任者ベンジャミ、
ン・Ａ・ゴールド氏（肩書はいずれも執筆当時 。同書ではスリーマイル島など１１）
章に分けて、問題点を洗い出しているが、私がとくに注目したのは「乳児死亡率と
牛乳」の章。福島原発事故が起きたとき、飯舘村の牧畜農家がもろに放射能汚染さ
れたからだ。牛乳どそのように汚染され、子どもたちにどう影響を及ぼすのかを考
えたい。

高濃度ヨウ素の犯人

同書は１９９０年に第１刷が刊行され、２０１３年、
今井清一・武庫川女子大名誉教授らによる翻訳で鳥影社
から出版された。序文によると「放射線と公衆衛生プロ
ジェクト （ＲＰＨＰ）がチェルノブイリ原発事故後も」
調査行い、稼働中の原子炉の近くで増加している甲状腺

がん、閉鎖された原子炉の近くで減少している小児がん
などについて検討した。
まずは同書に記載された研究データを読みとりたい。
同原発事故にともない、アメリカでは放射性ヨウ素１

３１に対する不安が高まった。ヨウ素１３１は甲状腺が
んを悪化させることがわかっているが、なかでも乳児と
胎児の甲状腺被ばくは、流産、低出生体重児などの危険

原発を考える　井上脩身
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を生じ、乳児死亡率が
高まる恐れがあるとさ
れている。このため、
１９８６年４月６日の
事故から１カ月がたっ
た５月、アメリカ環境
保護局は牛乳の放射性
ヨウ素１３１の測定を
綿密に行った。
５月のアメリカ中部大
西洋諸州の牛乳中の要
素１３１の最高値は以
下の通り＝単位は１リ
ットル当たりピコキュ
ーリー（カッコ内は同
年８月の最高値 。）

ワシントンＤＣ４６（９ 、ボルチモア（メリーラン）
ド州）３９（２ 、トレントン（ニュージャージー州））
２２（０ 、チャールストン（サウスカロライナ州）２）
２（５ 、フィラデルフィア（ペンシルベニア州）２２）
（０ 、ノーフォーク（バージニア州）２０（０ 、ウィ） ）
ルミントン（デラウェア州）１０（１）
ワシントンＤＣと、ボルチモアの５月値が他の地域の

２倍に達しているうえ、ヨウ素１３１の半減期（８日）
を過ぎた８月でもワシントンＤＣでなおヨウ素１３１が
高い値で検出されている点に焦点を当て「これほど異常
に高い値は、チェルノブイリの放射性降下物だけが原因
とは考えられない」と分析した。
そこでＲＰＨＰはピーチ・ボトム原子炉に疑いの目を

向けた。

同原子炉はペンシルベニア州にあり、２、３号機は沸
騰水型で１９７４年から運転している。１９８３年、原
子炉の冷却管にひび割れが発見され、原子力規制委員会
から罰金を科せられたという“前科原子炉 。１９８０”
年代、同原子炉はトラブルが相次ぎ、そのたび、燃料棒
のひび割れ部分からヨウ素１３１、ストロンチウム９０
などの放射性物質の漏れが見つかっている。こうしたい
わば常習犯である同原発の放射能漏れが、チェルノブイ
リ事故の陰に隠された可能性を無視できないとみた。
もうひとつ重要なデータはチェルノブイリ事故を挟む

１９８６～８７年の、ワシントンＤＣ、ボルチモア、メ
リーランド、バージニアの乳児死亡率だ。全米を１とし
た場合、メリーランド州とバージニア州では１～１・１
の間を推移しているに過ぎず、ほぼ全米の平均的値だ。
これに対し、ワシントンＤＣでは事故前の８６年２～４
月でも１・７～１・８と高く、同年１０月は２・２、翌
８７年３月でも２・４と高い値になっている。８７年の
６月は１．２と前米平均並み近くに下がったが１０月に
は２・２に上がっている。ボルチモアでも１・４～２・

、 。２の間を推移しており 全米平均をかなり上回っていた
ピーチ・ボトム原子炉はワシントンＤＣとは９０キ

ロ、ボルチモアとは７０キロの所に位置している。上記
のような高い数値になったのは同原発に比較的に近い距
離であるためとみられた。

原発近くの酪農場

前項で挙げたデータから単純に原発１００キロ圏内は
乳児死亡率が高まると結論づけることはできないが、要
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注意であることは確か
だろう。レポートは牛
乳中のヨウ素１３１の
含有を問題にしている
が、通常、大都市には
牧場はほとんどない。
それにもかかわらず、
ワシントンＤＣのよう
な都市で高い乳児死亡
率になったのはなぜで
あろうか。

同レポートによる
と、ピーチ・ボトム原
子炉の周辺は大酪農地
帯。同原発はペンシル

ベニア州とメリーランド州の州境、ボルチモアを経てチ
ョサピーク湾に注ぐサスケハナ川のすぐ近くにある。同
原発から８０～１００キロの範囲内にある１５の郡で
は、全米の牛乳生産量の約４％、年間４０億ポンド（約
１８１万トン）を生産。なかでもフィラデルフィア西の
ランカスター郡では年間１５億ポンド（約６８万トン）
を生産している。
このことは他の大都市にもいえる。ニューヨーク市の

牛乳はジェファーソン、オスウィーゴ、セント・ローレ
ンス、ルイスの各郡からの輸送に頼っているが、これら
の地区はナイン・マイル・ポイントやジェームズ・フィ
ッツパトリック原子炉の風下に位置している。
ミネソタ州、ウィスコンシン州の酪農場は全米の牛乳

生産の約半分を占め、中西部の大部分の都市に供給して
いるが、ミネソタ州の出荷地であるベントン、イサンテ

ィ、モリソン、シャーバーンの各郡はモンティセロ原発
の風下。またダコタ、グッドフィー、ヘネピン、スコッ
トなどの酪農場があるこれらの郡はプレーリー・アイラ
ンド原子炉の風下にあたる。ウィスコンシン州の牛乳を
出荷するピアス、セント・クロワ郡も同原発の近くだ。
バッファロー、ジャクソン、ラクロス、モンロー、トレ
ムピーロー各郡はラクロス原発のそばで牛乳を生産して
おり、酪農場があるブラウン、ドア、ケワニー各郡はキ
ワォーニ原発の風下だ。
こうした例を挙げればきりがないが、都市生活者が飲

む牛乳の生産地は原発からそう遠くない所にあるのだ。
というより牧場がはるかに広がる所に原発が立地したと
いうべきだろう。
ここまでは大西洋側の牛乳とヨウ素１３１の関係をみ

てきた。では太平洋側はどうか。
環境保護局の１９８５年８月から１年間の統計による

と、降雨量が最も少なかった８６年５月、放射性ヨウ素
１３１の濃度が１リットル当たり１７ピコシーベルトと

、 、 、低い値だったのはテキサス アーカンソー ルイジアナ
オクラホマなどの西南中央地域で、死亡率に変化はなか
った。しかし、太平洋沿岸地域のカリフォルニア州とワ
シントン州では４４ピコシーベルトと高い値になってお
り、死亡率も南部大西洋地域の２倍以上になっていた。
カリフォルニア州中南部の太平洋岸にディアブロ・キ

ャニオ原発がある。１９７３年に加圧水型原子炉が完成
したが、沖合数マイルのところに活断層が発見された。
この断層によって１９２７年、マグニチュード７・１の

、 、地震が発生したことから補強工事が行われたが ８１年
、 。反対運動が起き １９００人が逮捕される事態となった

こうしたなか１号機が８５年、２号機が８６年に運転さ
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れた。
カリフォルニア州での放射性ヨウ素の濃度の高まりと

同原発の関係についてレポートは何ら言及していない。
同原発は２０２５年度までに閉鎖される予定という。

福島の酪農家の悲劇

福島原発事故後に甲状腺がんと診断された子どもたち
を支援する「３・１１甲状腺がん子ども基金」が今年９

。 、月から医師らによる無料電話相談をはじめた 同基金は
原発事故当時１８歳以下で東日本の１都１５県に住んで

いた人が甲状腺がんと診断された場合、療養費１０万円
を支給している。今年８月末までに１３２人に給付した
が 「誰に相談してよいのかわからない」との声が多い、
のが現状という。
こうした悩みの背景には２０１６年３月、事故当時４

歳だった男児が甲状腺がんと診断されるなど、事故から
５年がたった後にがんが見つかる例がでてきたことがあ
る。それ以前に見つかった甲状腺がんは、発見まで１～
４年と短いうえ、事故当時５歳以下の子どもからの発見
がないことなどから、福島県「県民調査」検討委員会は
１６年３月に出した中間とりまとめのなかで「 見つか（

） 」 。ったがんは 放射線の影響とは考えにくい としていた
今回、男児にがんが見つかったことで、この判断は誤り
ではないか、と多くの人たちが疑いだしたのだ。
もともと事故直後から、小出裕章・元京大原子炉実験

所助教は、広島・長崎の原爆被爆者への長期調査データ
などから「低い被ばく量の人にもがんが増えている」と
し 「福島の子どもたちに、今すぐにも逃げてほしい」、
と訴えていた（ 原発・放射能 子どもが危ない』文春『
新書 。）
福島県飯舘村の酪農家、長谷川健一さんは牛を５０頭

飼育していた。福島第一原発事故から８日目の２０１１
年３月１９日、福島県の検査で牛乳（原乳）から１キロ
当たり５０００ベクレルの放射性ヨウ素が検出された。
国が定めた暫定規制値の１６倍以上にのぼっており、出
荷できなくなった長谷川さんは乳牛飼育を「いったん休
止」した。長谷川さんはこうした体験を、著書『原発に
「 」 』ふるさと を奪われて――福島飯舘村・酪農家の叫び
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（宝島社）
のなかで悲
痛な面持ち
を込めてつ

。づっている
村内の１１
軒の酪農農
家も長谷川
さん同様、
事実上廃業
した。
写真家、郡
山総一郎さ
んも原発事
故後、同県
浪江町の酪
農家を訪ね
まわり、乳
牛の飼育風
景をカメラ
に収めた。
『 』原発と村

（新日本出版社）のタイトルで刊行されたが、原乳の出
荷が停止になっても牛を大事にする酪農家の人たちの表
情には、牧場と原発が隣合わせという不条理への憤怒が
こもっている。
事故後１０日足らずとはいえ、出荷された牛乳が子ど

もたちを汚染したはずはない と私は思いたい だが 低、 。 『
線量放射線の脅威』のなかに実に気になる記述がある。
福島事故後の１４週間に、全米１２２の都市の死亡統計
の分析で２万２０００人の過剰死が判明したというの
だ。これはチェルノブイリ事故後の過剰死１万７０００
人を超えている。これだけでは福島事故によるものと言
えないことはいうまでもない。実際、レポートはアメリ
カ国内の原発に疑いの目を向けている。だからといって
福島は無関係とも言いきれない。

私の手元に一冊の絵本がある 『希望の牧場 。奥付に。 』
は、福島第一原発の警戒区域内に取り残された「希望の
牧場・ふくしま」のことをもとにつくられた、とある。
児童文学作家、森絵都さんが執筆、イラストレーターの
吉田尚令さんが絵を描き、２０１４年、岩崎書店から出
版された。主人公の牧場主は殺処分に同意せず３６０頭
の牛を飼い続ける。やがて福岡、大阪や北海道から牛の
世話やお金の寄付などの支援をする人がきて「希望の牧
場」と呼ばれるようになった。

、 。肉牛しか描かれておらず 乳牛は飼っていないようだ
だが、商品価値がないのは同じだ。事故後５年がたって
なお甲状腺がんの子どもが見つかる福島。子どもを持つ
親たちの不安がおさまらないなか 酪農家の人たちに 希、 「
望」があるのだろうか。被災地に本当の意味で「希望の
牧場」が生まれるのはいつのことだろう。

（了）
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文部科学省役人の天下りあっせん問題の責任をとって２０１７年１月に辞任した
、 『 』元文部科学事務次官 前川喜平氏の 前川喜平 教育のなかのマイノリティを語る

が２０１８年９月、明石書店から刊行された。同書には「高校中退・夜間中学・外
国につながる子ども・ＪＧＢＴ・沖縄の歴史教育」の副題があるように、それぞれ
の専門の６人の教育者との対談をまとめたものだ。私は書店でこの本を手にして、
６人のうちの一人が善元幸夫先生であることを知り、強い感動をおぼえた。４０年
前、私が大阪の新聞社にいたとき、善元先生の授業を取材したからだ。２０代の後
半だった先生は、残留孤児の子どもを対象とした日本語学級の担任として、児童た
ちに真剣に向き合っていた。いま前川氏に注目される一人となった善元先生のその
後の軌跡を知りたいと、ちゅうちょなく同書を買い求めた。そこに現代の教育の問
題点が浮かび上がるのではないか、と思ったからだ。

引き揚げ者学級の子どもたち

１９７２年の日中国交正常化により、中国残留孤児が
その子どもを伴って帰国するようになったことを受け
て、東京都は江戸川区の葛西小学校と葛西中学に日本語
学級を設置した。大学を出たばかりの善元先生は葛西小
の学級に配属された。
私がいた新聞社は１９７７年から「教育を追う」とい

うシリーズものに取り組むことになり、東京本社内に教
育取材班を設置。当時大阪本社の社会部に属していた私
は同年１０月から半年間、取材班の一員になった。

「 」 。私たちに当てられたテーマは 国際化の中で だった
担当デスクから私は 「国際化といえば日本人は欧米を、

思い浮かべる半面、韓国や中国への差別意識が今も消え
ていない。そうした点を掘り下げるように」と指示され
た。そのような現場はどこだろう、と調べているうち、
葛西中と葛西小に日本語学級があることを知った 「引。
き揚げ者学級」とよばれていた。
私はまず葛西中にむかった。７６年に日本語学級の全

員が「非行少年」のレッテルをはられ、同校のＰＴＡの
「 」 。間で 日本語学級排斥運動 が起きたと耳にしたからだ

取材を進めると、韓国からの引き揚げ者の子のＭ君
（ ）が教師の襟首をつかんで「てめえわ……」とわめ17
きちらしたことなどから 「自宅謹慎」の名目で登校停、

。 、止になったことがわかった 学校の強硬措置の背景には
うちの子がうるさくて勉強できないと言っている 受「 」「

験勉強に差し支える」から、はては「日本語学級なんか
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なくしてしまえ」という父母の声があった。
Ｍ君を都営住宅にたずねた。しばらく押し黙っていた

Ｍ君がようやく重い口を開いた。
「悪かったと思ってる。だけど何かが起こると、すぐぼ
くらのせいにされる。教室の扉が壊れていたりすると、
先生は『お前らがやったんだろう』だ。頭にきちゃって
よ、カーッとなっちゃった」
「はじめはよ、みんなぼくの方をジロジロ見て。何を言
ってるかよくわからなかったけど、そのうちわかったの
よ “チョーセン人、チョーセン人”って。バッカにし。
やがって」
最後にＭ君はこう言った。

「小、中学校を通じて、ぼくらの気持ちをわかろうとし
てくれたのは日本語学級の先生だけよ。日本語学級がな
ければ、もっと早く追い出されてた」
こうしたＭ君の言葉もあって、私は次の取材先に葛西

小学校を選んだ。
日本語学級の教室に善元先生がいた。その 善元先生

（ ） 。の着任と入れ違いのようにＩ君 が同校を卒業した17
Ｉ君は７４年、中国から引き揚げ、同校の５年生に編入
されたが、 年生になると学校にこなくなった。ほとん6
ど登校しないまま卒業し、江戸川区内の日本語学級のな
い中学校に入学。しかしその学校にも登校していなかっ
た。
善元先生は赴任した年の夏休みに、日本語学級の児童

・生徒や卒業生に呼びかけ、長野県の白馬山麓でキャン
プをした。Ｉ君にも呼びかけたが、彼は来なかった。先
生はその後何度もＩ君のもとに足を運んだ。彼も少しず
つ打ち解けるようになり、翌年のキャンプに自ら参加を
申しでた。

キャンプの夜、
Ｉ君は星座を指さ
して中国語でみん
なに星座の説明を
した。キャンプフ
ァイアでは、彼は

「 」中国語で 東天紅
を独唱。拍手を受
けてニコッと笑っ
た。善元先生がＩ
君の笑顔を見たの
はこの時が初めて
だった。

帰りのバスでＩ
君は善元先生にさ
さやいた 「ぼくは。

。天体が好きなんだ
中国の夜空を思い
出して、日本では
ぼくはダメなんだ

、 、なあ と思ったら
涙が出てきて仕方

がなかった」
Ｉ君の言葉に善元先生はハッとした。
日本の教育に適用させようとするあまり、子どもたち

の個性を押し殺していたのではないか。日本に帰ってき
たのだから、日本語を使いなさい、日本のことを覚えな
さい、中国語や韓国語を使ってはいけない、一日も早く
日本人になりきりなさい。そう教えることが教育だと単
純に考えていたことを善元先生は悔いた。

善元幸夫先生
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以上は、当時の私の記事のエッセンスだ。記事は『教
育を追う④国際化の中で （毎日新聞社）の中に「引揚』
者学級」として収められている。

総合学習の中での実践

自分で書いた記事を読み返してみて、私もハッとさせ
。 、られた いま日本には当時とは比べものにならないほど

多くの国々からやってきた子どもたちが教育を受けてい
る 「一日も早く日本語を覚え、一日も早く日本人にな。
れ」といわんばかりの教育を施しているのではないか。
もしそうなら、Ｍ君やＩ君のような悲しい思いを子ども
たちはさせられているのではないか。
善元先生はどのような教育をしてきたのだろう。
先生はのちに「総合学習」のエキスパートになり、自

らの授業実践をまとめて２００１年 『おもしろくなけ、
れば学校じゃない――善元流わくわくしちゃう総合学
習 （アドバンテージサーバー）を出している。さっそ』
く取りよせた。
総合学習の実践記録は目を見張るものだった。総合学

習とは①子ども中心の発想で②課題中心の学習を③体験
重視の学習方法で――行うものという。この「子ども主
体」の考えは 「教師は黒板に向かうのでなく、子ども、
の中へ」と言い換えることができるだろう。実際、コメ
の学習という課題について、宮城県のコメ農家に話をし
てもらい、学校でコメを栽培し、ついには減反問題を子
どもたちが自ら研究するに至るプロセスは圧巻だ。私は
６０年以上も前の、教師の話をただ聴いていただけの小
学生時代を思い起こすと 「善元先生に習いたかった」、

と心底おもった。
できるだけ多くの実践記録を紹介したいところだが、

ここではテーマを「外国からやってきた子どもの教育」
に絞りたい。
善元先生は葛西小に１４年間いた。そのなかで二つの

ことを考え続けてきたという。一つは中国や韓国を低く
みる日本のこどものこと。もう一つは、差別を体験する
引き揚げの子どものことだ。お互いが知らないがゆえの
偏見による差別をどう克服するのか。先生は試みに授業
で中国の悠久の歴史、文化遺産を取り上げてみた。はじ
めは喜ぶがすぐに興味を示さなくなった。
そんなある時、家庭訪問で子どもの家にいくと、親子

で手際よく餃子を作ってくれた。どうして子どもがこん
なに上手に作れるのだろう、と考えて善元先生は気づい
た。餃子は引き揚げの家族に文化として脈々と受け継が
れているということを。生活の中で文化が継承されてい
るのだ。自分が教え込もうとした知識としての中国の文
化、歴史が子どもの心にしみ込まないのは当然だと先生
は思った。
善元先生は「植物と人間」の授業のなかで 「自分が、

これからいかにして日本で生きるか」という子どもたち
の問いに、生命の根源にふれることで応えてみようと考
えた。
①植物は人間より劣った存在か②植物と水③生命の誕

生と光合成――などのテーマごとに、子どもたち自身が
討論し自ら考えるよう授業を進めた。長いレポートなの
でプロセスは省くが、先生は授業の最後に「人間は生物
の中で一番偉いと考え、人間の生活のために自然を利用
した。ところが人間のために自然は破壊され、大洪水が
起こった。昔の中国人は自然についてこう考えた。人間

びえんと　井上編集長

26



は世界の中心でない。宇宙には摂理がある。人間もその
中で生きている」とまとめた。
授業の後、子どもたちは感想文をかいた。日本語学級

でただ一人、台湾からきた東石（ドンシイ）君は
「植物はえらいです。植物は自分の食料を作ることがで
きます。また酸素をつくります。人間はえらいところも
ある。わるいところもあるのです。ぼくはいま一番関心
のところは、みそ・ごはん・家具・しょうゆなどのもの
をたくさんつくりました （略）日本人は中国語できま。
せん。中国料理できません。だから日本人も中国人ばか
といわないでください。人はみな平等だ」
と思いのたけをつづった。
善元先生はレポートの最後に「中国からきた子どもた

ちが日本で出合ったもの、それは自分たちとは異質なも
のに対する差別・排除に由来する民族的圧迫であった」
としたうえで「子どもたちは授業でおおいに自分の心を
開いてくれた。子どもたちの創造力は果てしない。人間
の豊かな想像力こそが人間を解放し、地球上の人びとが
連帯させ、すべての民族的に生きる原動力となる」と書
いた。

急増する外国人就労者

『前川喜平 教育のなかのマイノリティを語る』による
と、前川氏と善元先生の対談は２０１８年２月に行われ
た。同書で５０ページが割かれていることからみて、２

。 、時間以上に及んだようだ 話題は多岐にわたっているが
大筋は日本語学級にはじまって総合学習での取り組み、
ニューカマー教育の問題点へと進んでいった。私が注目

したのは、ニューカマーの子どもたちの指導を総合教育
の場で善元先生が行ってきたことだ。
文部科学省の２０１６年５月１日時点での調査による

と、全国の公立の小中高校、特別支援学校で日本語指導
が必要な外国籍の児童生徒は３万４３３５人（１４年度
比１７・６％増 、日本国籍児童生徒は９６１２人（同）
２１・７％増）にのぼっている。この両方を合わせた児
童生徒数は０６年度に比べて約７割増えており、１６年
度調査で初めて４万人を超えた。
このことは、外国人就労者の急増にともない、この１

０年間で日本語指導を必要とする子どもが急激に増えた
ことを示している。そうした子どもへの教育がいま喫緊
の課題なのだ。
善元先生は２００３年から７年間、新宿区の大久保小

学校日本語国際学級に勤めた。大久保はコリアンタウン
といわれるが、実際には１３０の国の人たちが住む多文
化の街。近年、ベトナム、ネパール、スリランカ、イン
ドなどからの人たちが増えているといわれる。先生が赴

「 」 、任したときの管理職は 臭い物には蓋 式の人だったが
国際化推進の校長に代わってから 「学校の生徒の７割、
が外国にルーツをもつ」ことを公表。日本語国際学級で
は、日本語ができないのはその子の個性ととらえ、その
子がもっている元の文化（母文化）を大事にすることを
基本方針とした。こうして総合学習の時間にその子の母
語維持教育を行うこととなった。
たとえば中国から来た子どもには漢字調べをさせてみ

る。日本語のレベルは高くない子でも、自分が中国人で
いいという安心感もあって、自分の母文化の中国のこと
をかなり深くまで調べはじめる。韓国から来た日本国籍
のある男の子は 「お母さんは韓国人」とカミングアウ、

びえんと　井上編集長
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トしていたが、彼が韓国の太鼓をたたいているうち自分
の国の打楽器を思い出し、自分をみつけだす。親たちも
学校がそうした空間に変わることを喜んでくれた。
こうしたことから、同校ではクラブ活動に８言語の講

師を招いたり、４言語で学校便りをだしたりした。する
と、学校が出した連絡が読めないために学校に来なかっ
た親たちも学校に足を運んでくれるようになった。その
結果、それまでふてくされていた子どもたちもニコニコ
するようになったという。こうした成果を踏まえ、校内
に韓国コーナー、中国コーナー、タイコーナーなどをつ
くり、それぞれの国のＴシャツや写真などを展示。そこ
は親子の居場所になった。
以上の善元先生の説明を受けて、前川氏が「親子で、

タイ語でタイの文化を勉強してる？」と尋ねると、善元
先生は「決して同化ではなく、親子で母文化を学ぶので
す」と答えている 「親子で母文化を学ぶ 。このことが。 」
ニユーカマー時代の教育の根本、と善元先生は言いたい
のだ。
だが、ニューカマーの子どもには大きな壁があると先

生は指摘する。中国や韓国からの残留孤児について政府
はそれなりのケアをしてきたが、ニューカマーの子ども
には十分な対策がとられていず、高校進学率は５０％を
きっているのが現実だ。前川氏も「同じように日本語が
できない子でも、その子が日本人の血をひいている日本
人であるか、外国人であるかで扱いがちがっている」と
認める。
グローバル化が猛スピードで進むなか、政府は子ども

の英語教育に熱心だ。だが、日本にやってきたニューカ
マーの子には冷ややかではないのか。前川氏と善元先生
の対談から、そんな実態が垣間見える。

外国につながる子ども

『前川喜平 教育のなかのマイノリティを語る』を読ん
でいるとき、新聞に「外国につながる子ども」について
のレポートが載った。記事は横浜市南区の市立南吉田小
学校の取り組みだ（１０月１日付毎日新聞 。私は否が）
応でも記事内容に注目した。

記事によると 「外国につながる子ども」とは、国籍、
は日本だが以前は外国籍だった子ども、両親の両方やど
ちらか一方が外国籍の子ども、などのようにさまざまな
形で外国とつながる子どもたちを総称した呼称 「外国。

」 、 。にルーツを持つ子ども と呼ばれることもある という
南吉田小では全児童７４９人中５５・４％にあたる４

１５人が外国につながり、日本語指導が必要な子が週に
数回 「国際教室」で学習している。習熟度はまちまち、
で、日本人と同じ教科書で学ぶ子もいれば、ひらがなを
勉強している子もいる。
９月６日、転入してきたばかりの林承輝（リンツェン

フィ）君（９）が国際教室に入ってきた。承輝君は昨年
５月、建設業を営む両親の都合で中３の姉と中国から来
日。８月末まで市内の別の学校に通っていた。家では中
国語を話していて、日本語は上達していない。数日後、
終業のチャイムが鳴ると、承輝君は８月に中国から来た
ばかりの女の子と中国語で激しい口論をはじめた。中国
語ができない担当の先生は二人を職員室に連れて、中国
語ができるボランティアを交えて事情を聴いた。授業中
に折り紙をはじめた女の子を承輝君がとがめたのが発端
とわかった。

びえんと　井上編集長
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せきを切ったように中国語で気持ちをぶつけ合う二人
を先生は「お互いの気持ちを考えようね」とやさしく諭
した。
記事は以上のように伝えている。承輝君のように母語

でしか感情を表現できない子は、前項のデータで挙げた
３万４千人のかなりの部分を占めているだろう。教育現
場はどう向き合っていくのか。善元先生は前川氏との対
談で 「だれもが共に泣き、共に笑いあう、そんな世の、
中が来ないものか 、これが私の子どもに対する未来の」
メッセージ、と語って締めくくった。
日本語ができないからといって決して差別されたり排

除されることのない社会――そうした問いかけがないま
ま 「グローバル化」という言葉だけが一人歩きしてい、
る。日本にやってきた外国人であっても、英語を話す人
には羨望し、それ以外の言語、とりわけアジアの言語を
母国語とする人たちを低くみる日本人。こうした民族的
閉鎖性を打ち破れるのかどうかが、今問われている。

（善元幸夫先生の写真は『前川喜平 教育のなかのマイ
ノリティを語る』より）

（了）

びえんと　井上編集長
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中務敦行元読売新聞写真部長

災害は続いた

夏にも書いたが、この秋も気象は異常で台風による被
害が相次いだ。 月 日、台風 号が近畿を襲い大き9 4 21
な被害を出した。大阪は水害が免れたが、テレビの映像
で車がコロコロと転がり燃え上がる光景は過去には見ら
れなかったものだ。
秋の撮影に各地を訪ねた。秋分の日近く、和歌山の山

間にある棚田と彼岸花を撮影に行くバスツァーを企画し
ていたが、倒木で通行不能。やむなく予定を変えて奈良
県の葛城古道を訪ねた。土砂降りのなか花は彼岸を忘れ
ずに赤く咲いて、歓迎してくれた （写真Ａ）。

月、私の散歩道にある田んぼ 月末の台風などで10 9
無残な姿で倒れていた。(写真Ｂ) 月下旬、比叡山に10
紅葉を求めた。根本中堂のあたりは木々の葉は傷んでい
たが、紅葉は樹順調だった。西塔へ行って驚いた。直径
５０センチもある杉の大木が メートルくらいの長さ10

に切られて積み上げられていた。運び出して木材に使わ
れるのだろうか。さらに奥に進むと僧侶のための給食施
設か何かと思われる建物に大きな木が倒れ、損壊してい
た。屋根の上は片づけもされていない。(写真Ｃ)
１１月に入って泉北の石油コンビナートの夜景のツァ

ーの下見に出かけた。浜寺公園の前を通りかかると、大
きな松の木が１～２メートルに切られ、ゴロゴロ。白砂
青松の地も天災に多くの古木が倒れたらしい。ダンプカ
ーが来て積めるだけ 積み込むとすぐに走りだした 写、 。（
真Ｄ）
三重県津市の北畠神社に出かけた。ここは少し東の方

なのできれいな葉が色づいていた。やっぱり紅葉はきれ
いな葉でなければ・・・。(写真Ｅ)

この秋、災害の怖さを改めて感じさせられた。

中務敦行の徒然の章
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A写真
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B写真
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C写真
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D写真
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E写真
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文・写真 井上脩身

私（筆者）は登山が趣味だ。この夏、山岳写真集の
ページを繰っていて、奇妙な形の山に目が留まった。
のこぎりのようなギザギザの稜線がある一方で、とん
がり帽子のような峰が単独でつったっていたり、戦国
時代の砦のような峰もある。妙義山。標高は１１０４
メートルと高くないが、風変わりな山容から、日本三
大奇景の一つとされている。この山の北側を中山道が
通っていて、そこに坂本宿という宿場があった。坂本
宿は碓氷峠（１１９０メートル）の東約５キロの所に
位置している。江戸から信州に向かう旅人が峠への上
りを前に妙義山の奇岩を目にしたとき、どのような思

。 、 。いにかられたのだろう 秋のある日 坂本宿を訪ねた
碓氷関所跡

中山道 坂本宿　井上脩身
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往時しのぶ碓氷関所跡

江戸と信州を何度も
行き来した人はだれだ
ろう、と考えて俳人、
小林一茶が頭に浮かん
だ。さっそく田辺聖子
の ひねくれ一茶 講『 』（
談社文庫）を読んだ。

一茶のふるさとは越
後国境に近い北信濃の
柏原。同書によると、
相続にからむ兄弟のト
ラブルの解決のため、
一茶は中山道を度重ね
てあるいている。
「 （ ）」終の栖 すみか

月花や四十の章では「
」と九年のむだあるき

いう一茶の句を冒頭に
掲げて、田辺は次のように碓氷峠越えを描写している。
〈碓氷峠は大吹雪で、目もあけられなかった。
前日来の雪で松井田宿で早泊りしたから、今夜は軽井

沢宿でなく、もう一里五丁がんばって沓掛宿まで足をの
ばしたかった。
横川のお関所を越えたころから吹雪はいっそう激しく

なった。いよいよ中山道第一の難所、碓氷峠だ。上州信
州の国ざかい。碓氷峠を越えれば、浅間嶺を望む浅間三
宿。そこからは、はや故郷まで二泊三日の行程だ 〉。

一茶が５０歳、文化９（１８１２）年の帰郷の折りの
模様である。中山道は江戸・日本橋から京・三条大橋ま
で六十九次。松井田宿は１６番目、坂本宿は１７番目、
軽井沢宿は１８番目の宿場だ。田辺の記述通りならば、
松井田宿で泊まった一茶は、坂本宿を通って雪に覆われ
た碓氷峠の険しい上りにとりついたのだ。

私は坂本宿についてのただこれだけの予備知識を頭に
、 。いれて ＪＲ高崎駅で信越線に乗り換え横川に向かった

後でも触れるが、１９９７年に北陸新幹線高崎―長野間
（長野新幹線）が開通したのにともない、横川―軽井沢
間が廃止された。軽井沢―篠ノ井間は第三セクターのし
なの鉄道になり、信越線は高崎―横川間と篠ノ井―長野
間だけになった。要するに、高崎から先は横川が信越線
の終点なのだ。

横川駅前に「おぎのや」という釜飯の専門店の出店が
あった。ここの「峠の釜めし」は全国的に知られ、わざ
わざ買い求めにくる人もいるという。私は、昼食は坂本
のそば店でと考えていたので、迷ったが、せっかくの機
会だからと、釜飯を買った。結果としてこれが大正解。
買ってなければ、お昼ごはんを食べ損なっていた。
旧中山道は駅のすぐ北側を通っている。幅約５メート

ル。舗装されているが、古いたたずまいの店や民家が並
んでいて、昔ながらの風情を醸している。ここから坂本
宿まで約２・５キロ。バスは夏休みシーズンしか運行し
ていず、歩くしかない。１０分ほどで碓氷関所跡に着い
。 。『 』た 現在は関所の門だけが残っている ひねくれ一茶

では、ここから吹雪が激しくなった、という。私の目の
前の関所跡は秋のおだやかな日差しを受けて、のんびり

峠の釜めし

中山道 坂本宿　井上脩身
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と建っている。
説明板によると、こ

こに関所が設けられた
（ ）のは１６２９ 元和９

年。東門と西門の間の
９５メートルのところ
に番屋などが置かれ
た。１６３５（寛永１
２）年に参勤交代が始
まると 「入り鉄砲に、
出女」の取り締まりが

、 。厳しくなった とある

皇女和宮ゆかりの本陣

碓氷関所跡から３０分、下木戸跡に着いた。坂本宿の
下の入り口だ。標高４６０メートル。宿場はおおむね明
け六つに木戸が開けられ、暮れ六つに閉められた。季節
によって変動はあるが、明け六つは午前６時、暮れ六つ
は午後６時ごろ。ということは午後６時には絶対に到着
しなければならない。信州から江戸に向かう旅人が碓氷
峠で大雪に巻き込まれて難渋したら、心は焦りに焦り、
疲労困憊したにちがいない。

。 、説明板に坂本宿の概略が書かれている それによると
京都寄りの上木戸、江戸寄りの下木戸間は７１３メート

。 。ル 道幅１５メートル
その中央に幅１・３メ
ートルの用水路があ
り、本陣、脇本陣、旅
籠、商家など１６０軒
が建ち並んでいた。

この記述の通り、道
路には用水路が真っす
ぐに掘られていて、き
れいな水がさらさらと
流れている。宿場を東
西に貫く街道の向こう
に刎石（はねいし）山
がそびえている。目分
量では標高差約３００
メートル。この山の向
こうが碓氷峠だ。峠は
宿場からは見えない。
各家々の玄関には「あ
わや 「中澤屋 「わか」 」
きや」などの屋号札が
かかっていて、米屋で
ない民家も「米屋」の
屋号。この家の２階は
わびさびた褐色の格子

窓。白壁のうだつがしつらえられていて、いかにも古い
商家の雰囲気。実際、江戸時代は米を商っていたのだろ
う。

さらに１０分ほど進むと 「金井」という表札がかか、

宿場の下の入り口、下木戸跡

真っすぐに掘られた用水路

中山道 坂本宿　井上脩身
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。 、る平屋の民家が目に入った ３部屋程度の小さな家だが
玄関前には「金井本陣跡」の標識が立っていて、次のよ
うに記載されている。

坂本宿には本陣が二つあり、下の本陣とも呼ばれた金
井本陣の屋敷は１２００平方メートルの広さ。記録によ
れば中山道を行く大名、例幣使のほとんどは坂本宿で泊
まった。本陣の宿泊代は最低１２４文、最高３００文、
平均２００文でもうけは薄いが、格式は高かった。皇女
和宮が十四代将軍家茂に降嫁した際の１８６１(文久３)
年１１月９日の七つ時（午後４時 、金井本陣に到着、）
翌日五つ時（午前８時）に出立した。付き添い、出迎え
合わせて３万人にのぼった。

島崎藤村は『夜明け前 （岩波文庫）の中で、和宮を』

迎える中山道馬籠宿の模様を次にように表している。
〈道路の改築もその翌日から始まった。半蔵（本陣）の
家の表も石垣を引込め、石垣を取り直せとの見分役から
の達しがあった。道幅はすべて二間見通しということに
改められた。石垣は家ごと取り崩された。この混雑の後
には、御通行当日の大釜の用意とか、膳飯の準備とかが
続いた 〉。

坂本宿でも準備にはてんてこ舞いに追われたことだろ
う。馬籠本陣のように石垣の取り崩しまでやらされたか
どうか。標識の説明板にはそうした記述はない。
金井本陣跡から少し先に２階建て、屋根に煙出しがあ

る堂々とした建物があった。ここが上の本陣である佐藤
。 。本陣跡だ その前に立っている説明板の記述が興味深い

安政６（１８５９）年、安中藩主、板倉主計頭が大坂
御加番（大坂城警備）を命じられた際、御本陣番は佐藤
甚左衛門（佐藤本陣）が担い、諸荷物の伝馬継ぎ立ては
問屋番の金井三郎左衛門（金井本陣）が担当。藩士２０
０余人には脇本陣など１６の宿が割り振られた。藩主一
行は７月１７日五つ半（午前９時）に到着した。

どうやら大名クラスが宿泊したとき、二つの本陣が互
いに協力しながら、交互に本陣番に当たったようだ。
佐藤本陣の建物は１８７５（明治８）年、坂本小学校

。 （ ）の仮校舎として開校 現在の建物は１９０１ 明治３４
年、旅館、小竹屋の分家として建てられた。

佐藤本陣跡

中山道 坂本宿　井上脩身
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夜更けまで俳諧談義

「中山道坂本宿屋号一覧」という掲示板が佐藤本陣跡近
くの道路脇に立っている。街道の両側に本陣、脇本陣、
旅籠、商店がずらっと書き並べられていて 「文久元年、
和宮御降嫁に伴う調控より」とある。和宮降嫁のときの
役人の記録が、今では当時の坂本宿を知る上で貴重な史
料となっているのだ。この一覧によると、本陣はすでに
述べた金井本陣と佐藤本陣の２軒。脇本陣が永井や酒屋
など４軒。本陣はいずれも街道の南側にあり、脇本陣は
北側にある。本陣と脇本陣を南北に分けて配置したのは
どのような理由からなのだろうか。

永井脇本陣跡の建物は白壁の家老屋敷のような構え。

酒屋脇本陣跡はゆったりとしたたたずまい。今は公民館
として使われている。旅籠跡では「かぎや」の切妻造り
のどっしりとした建物が今も宿場時代の面影をとどめて
いる。２階の格子窓の「かぎや」と彫られた看板を見た
ときの旅人の安心した顔を思い浮かべた。

さらに数分歩くと旅籠「たかさごや」の跡。その前の
説明板には、ここが一茶の定宿とある。
説明板には以下のように書かれている。
寛政・文政年間、坂本宿では俳諧が隆盛し、旅籠や商

人の旦那衆はもとより馬子、飯盛女にいたるまで指を折
って俳句に熱中。一茶がたかさごやにわらじを脱いだと
聞くと、近郷近在の愛好者まで駆け付け、自作の批評を
あおいだ。近くから聞こえる音曲とともに夜が更けるの
も忘れ、俳諧談義に花を咲かせた。一茶は刎石山の頂上
で坂本宿を一望して一句詠んだ。
坂本や袂の下は友ひばり

以上の記述を読み終えて 『ひねくれ一茶』にあった、
一つの句を思い出した。
はつ時雨俳諧流布の世なりけり

〈中仙道のうらがれ宿場の飯盛女にさえ、杓子の当りが
わるい一茶に、美しい芸者の一人がつと寄ってきて、桃
色の温気で一茶をつつみ、
「駈けつけ三杯、どうぞ。俳諧の大先生」
とにっこり、盃をすすめるではないか 〉。
田辺によると、一茶は中山道中のしがない宿場でも女

たちに大人気だった、というのだ。たかさごやの説明板
のように、本当に飯盛女にも俳句が盛んだったかどうか
はともかく、一茶と酒をつぐ女たちとの会話も俳諧話で

小林一茶の定宿「たかさごや」跡

中山道 坂本宿　井上脩身
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大いにはずんだ、ということはありそうだ。

一茶には１８１０（文化７）年から１８年（文政元）
年、４８歳から５６歳までを自ら記録した『七番日記』
がある。この時期は、季題軽視、方言使用、風刺性など
の一茶調が完成した時期といわれ、一茶研究の上で欠か
すことのできない日記とされている。この日記に「坂本
はあれぞ雲雀と一里鐘」の句がある。１８１８（文化１
５）年３月に詠んだとみられている。句意からみて「坂
本や袂の下は友ひばり」と同時に作句したに相違ない。
ところで、同日記などの記録から一茶が坂本宿に最後

に泊まったのは文化１１年とされている。同１４年に帰
郷して以来江戸には出ていない。なぜ坂本の句が１５年
の項にあるのか。１４年以前に坂本宿でヒバリを見たの

を思い出して句を作ったのだろうか。日記に過去のこと
を書くとも思えず、一茶研究者でない私には不思議とし
か言いようがない。

旧中山道馬車鉄道

五月雨や夜もかくれぬ山の穴
一茶の１７９１（寛政３）年の句とされている。妙義

、 、 、山で五月雨に遭い 山の穴で夜を過ごした とよめるが
実際はどうだろう。ただ、一茶が坂本宿あたりから妙義
山の奇景に目を見張ったのはまぎれもない。
私は坂本の民家の屋根の上に垣間見える妙義山の峰を

ながめながら帰途についた。いくら見ても見あきない。
もっと見えるところを、と少し通りを離れてみると、一
面にワサビ畑が広がっていた。緑の葉が風にそよいでい
る。その遙か向こうに妙義山が濃い青色をおびてうずく
まっている。そのコントラストの妙に息をのんだ。

。 。駅前のワサビ漬けの店をのぞいた 碓氷名産だという
江戸時代からあったわけではない。宿場町としてのにぎ
わいは今は昔。新たな産業の一つとして考え出されたの
がワサビの生産なのだ。

ワサビ畑から横川駅に向かう途中 「旧中山道馬車鉄、
道路線」の標識を見かけた。碓氷関所跡から１００メー
トルくらい南にあたる。
１８８５年、上野―横川間の鉄道が完成。３年後、軽

井沢―直江津間が開通した。しかし横川―軽井沢間に碓
氷峠という難所があり、全面開通するうえで大きなネッ
クになっていた。そこで１８８８年、横川―軽井沢間に

七番日記（国文学研究資料館蔵）

中山道 坂本宿　井上脩身
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馬車鉄道が敷設された。碓氷馬車鉄道は坂本宿の北約５
００メートルのところを通っていたが、横川―軽井沢間
約１１キロが２時間半もかかるしまつ。そのうえ輸送量
にも限りがあり、本格鉄道が待たれた。

碓氷峠への急こう配を上るためにアプト式が採用さ
、 、 、れ １８９３年 官営鉄道中山道線として同区間が開通

「碓氷線」とか「横軽」と呼ばれた。アプト式は線路中
央の凹凸のあるギザギザ線に、動力車の車軸の歯車をか
みあわせて上っていく方式 １９００年に作成された 鉄。 「
道唱歌」の北陸編で 「これより音にききいたる 碓氷、
峠のアプト式 歯車つけておりのぼる 仕掛けは外にた
ぐいなし」とうたわれた。

私が小学校のとき 「碓氷峠のアプト式」を習い、子、
ども心にもワクワクしたが、１９６１年、新しい線がで
きてアプト式鉄道は廃止。さらに、すでに述べたように
新幹線ができて上越線そのものが寸断されてしまった。

横川駅前に１９９９年 「碓氷鉄道文化むら」が開園、
し、ＥＤ４２型アプト式電気機関車をはじめ、さまざま
な機関車や列車が展示されている。鉄道ファンにはたま
らない廃止列車博物館だ。年間１２万人（２０１６年）
が訪れるという。だが、坂本宿をたずねる人はほとんど
いない。

そういえば坂本宿の西端から歩いて５分のところの空
き地に電気機関車が一両、ポツンと置かれていた 「Ｅ。
Ｆ６３２２」と型式がふってあるが、すっかりさびつい
ている。このポンコツぶり、坂本宿の象徴にもみえた。
『ひねくれ一茶』にある一茶晩年の句が頭をよぎった。

死に下手とそしらばそしれ夕炬燵

碓氷馬車鉄道跡の標識

中山道 坂本宿　井上脩身
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大阪ぐりぐりマルシェ
（御堂筋西沿い難波神社境内）

写真・文 中川眞須良

毎月第二土曜日、ここに人と人とのつながりを重視した、自然に寄り添い、大地
に負担をかけず、収穫物の旬を大切にし、さらに本来の味を追い求めながらの農産
物及びそれらの加工品全般の即売会の「市」が立っている。

取り扱われている品物は現物（コメ・麦・大豆・野菜全般 、加工品（豆腐・こん）
にゃく・茶・ジャム・油など 、食品以外の関連品（染物・生地・小物・アクセサリ）
ーなど 、その場で味を楽しめるジューズ、コーヒー、カレー、餃子の店など、多様）
にわたり店舗総数は約 に及ぶ。この「市」の一番の特徴は何といっても、あたた30
かい人の繋がりと底抜けの明るさである。一店舗 ・ 人（夫婦・親子・兄弟・グル2 3
ープ・友人）とお客様との会話には、笑顔が絶えない。

今回より 回にわたりこの「市」に出店して、常に自己を表に出し、奮闘してい4
る皆さんの表情を紹介します。

人物時計　中川眞須良
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御堂筋沿いの案内板と難波神社の地図

人物時計　中川眞須良
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村上 由紀 (むらかみ ゆき）

「タマファーム 種の狩人」代表
流通販売担当の松田綾子さん(右）と共に

自然の農作物は「現物はもとよりまずそ
の種子より」をモットーに。

人物時計　中川眞須良
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◆は

羽間 一登 (はま かずと）

奈良大和高原、都◆南之庄地区にて「羽間
農園」を主宰

地元の人達と力を合わせ「結び米」と称さ
れている複数の米作に専念

毎回、妹、絵里奈さんと共に出店
当地在住

人物時計　中川眞須良
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買積[かいづ]み制

北前船の母港は、船主が住んでいる港が母港とされて
いる。そしてその母港から大坂へ出航する。大坂は当時
から大都会であり、様々な日用雑貨を船に積みこむ。無
論船主が買うわけである。だから単に物資を運ぶという
単なる運搬船ではなかった。買い込んだ物資を航海しな
がら、売りさばく。そしてその寄港地でまた買い込み、

。 「 」寄港地で売買しながらの船旅である これを 買積み制

と称した。つまり船主が荷主であり商売人ででもあるわ
。 。けだ 航海は通常大坂と蝦夷地を一年かけて一往復する

北前船は主に左の地図のところに寄港したと言われて
いる。勿論このほかのところにも航海したことは記録に
残っていて、例えば兵庫県の室津、樺太の久春内（くし
ゅんない）などがあげられる。

北前船の寄港地＝商い港

当時の広告チラシともいうべき引き札

北前船物語　片山通夫
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昆布の流通

。大坂ではおいしい昆布は採れない
昆布は北海道産が主力だ。しかしな
がら大阪では加工食品としての昆布
産業が盛んである。面白いサイトを
見つけたので紹介したい。なにわ食
品という会社のサイトである。

そこには、次のように書かれてい
る。
関東では海苔、関西では昆布。なぜ
か昔からそうだった。昆布といえば
厳しい冬に耐えた北海道産が有名。
なかでも松前産は珍重されている。
その松前と大阪は、はるかに隔たっ
ている。なのに大阪で昆布が消費さ
れ、塩昆布やおぼろ昆布、とろろ昆
布、酢昆布といった細工昆布が大阪
の名物となったのはなぜか。

それは江戸時代の海運事情によ
る。いわゆる西回り航路と東回り航
路があったが、大阪は松前からの西
回り航路で栄えていた。北前船が日
本海を通って下関に入り、瀬戸内海
沿いに大阪に入った。木津川がその
船着場だった。それに拍車をかけた

のが幕府だった。大阪に箱（函）館
産物会所なる北海道との取引所を設

けたことから、干しあわびや昆布、
鹿の角、鹿皮などが大阪に集まった
というわけ。

大坂で受け入れられた北前船に
よって運ばれた蝦夷の昆布は大坂で

、 。加工されて 全国に広まったという

加工された塩昆布

根室で揚がったばかりの昆布

納沙布岬で水揚げされて干される昆布

北前船物語　片山通夫
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北前船の寄港地のひとつに、隠岐という島がある。こ
の島は古来、流刑地として存在した面もあった。聖武天
皇の時代というから、話は古い。神亀元年（ 年）に724
は流刑地として定められていたという。面白いことに流
刑地を選ぶ場合、京都から遠く離れていることがまず必
須。余り近いと問題であろうことは想像できる。そして
島での生活に問題が少ないということも重要だった。流
された貴人が飢えたり、生活に危険を覚えるような場所
では流罪がイコール死罪となっては困るわけだった。江
戸中期になって一般の罪人が流されてきたが、それまで
は天皇や公家、役人などの政治犯が配流となっていた。
隠岐に流された著名な人物には、鎌倉時代に権力闘争に
破れた後鳥羽天皇と後醍醐天皇、そして平安時代の歌人
小野篁などがいたことは有名である。

特に小野篁に関しては様々な伝説が残っているので、
紹介したい。彼が流されてきた時に創った歌は小倉百人
一首にも歌われている。
わたの原 八十島かけて漕ぎ出でぬと 人には告げよ

天のつり船

また 京都・六道辻の六道珍皇寺の本堂背後の庭内に

は、篁が冥土へ通うのに使ったという井戸があり、近年
旧境内地より冥土から帰るのに使った「黄泉がえりの井
戸」が発見された。つまり彼は昼は朝廷に、夜になると
この道珍皇寺から閻魔庁へ出勤したと言われている。

18北前船が隠岐へ頻繁に寄港するようになったのは、
世紀の中頃に大阪で繊維技術が発達し、 年に丈夫1785
な帆が開発されてからです。それまでは、帆が弱く、強
い風に耐えられなかったため、日本列島の海岸沿いを小
刻みに帆走することしかできませんでした。このため、
年間に大阪と北海道を 往復しか出来ませんでしたが、1
丈夫な帆を使用するようになってからは、下関－隠岐－
佐渡という沖乗りルートとなり、風待ちや物資の補給基
地として隠岐島内の各港が利用され、年間 往復が可能2
となりました。多い年では、年間 隻の船が隠岐の4500
各港に停泊し賑わいました。

（ 隠 岐 ユ ネ ス コ 世 界 ジ オ パ ー ク
http://www.oki-geopark.jp/episode/lifestyle/history/kita-mae-

）よりbune/

北前船シリーズ 完

北前船物語　片山通夫
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作 鄭 容順

車椅子生活

これまで書くことが好きで高校時代から書き続けてき
た。
趣味を生かして、飛鳥美智子は奈良市内に住んでいて

奈良県内で発行している小さな出版社で記者と雑誌編集
者をしていた。そろそろもう引退と考えていた 歳の69
冬だった。
翌年の１月、飛鳥美智子は風邪をこじらせて肺炎にな

った。命拾いをして目覚めたのが病院、意識朦朧になる
美智子を夫は救急車を呼んで病院に緊急搬送してくれ
た。目覚めた私の現実は手足が動かない。歩くことも出
来ない。バルーンを入れていて尿の垂れ流し、こんな自
分の姿になぜ命拾いをしたのかと心の中で叫んでいた。
しかし「生かされた命である」と思いなおして、前向き
に生きてみようと思った。

肺炎から何かに感染したのか厄介な病名になってい
た。生涯、薬を飲んでいかなければならない。身動きで
きない体、肺炎の治療が終えるとリハビリという治療が
待っていた。
リハビリ室にいくのは生れて初めて、美智子は車椅子

に座ることになった。足の感覚がない。理学療法士はど
うして美智子を車椅子に座らせるのだろうか。車椅子を

見ただけで恐怖が走る。なんならリハビリには行きたく
ないと叫びたい。

３０代手前の男性の理学療法士、美智子のベッドの側
にこられた。
「車椅子に乗りますから僕のいう通りにして下さい」
ベッドから美智子を起こして座らせる。ここから床に滑
り落ちるのではないかと思うと恐怖で体が震えた。この
ままベッドで横になりたい。理学療法士は「まず僕の首

」 ．に両手をかけて下さい という
。そして美智子の腰を抱え込んだ

それからゆっくりと車椅子に美
智子を移動させようとするが、
美智子はまた理学療法士の手が
美智子の腰から抜けて美智子は
床に落ちるのではないかと考え
ている。そんなことも一瞬にか
き消されて美智子の体をゆっく
りと車椅子に運んだ。

生れて初めて座った車椅子、
乗り心地がいいはずがない。理

学療法士が車椅子を押している。ベッドから起きて初め

chung-y@kf7.so-net.ne.jp https://www.facebook.com/yonsun.chung?sk=wall鄭容順

飛鳥美智子の生活　鄭容順
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てリハビリ室に向かう。入院して１カ月半過ぎていた。
それから約 か月、理学療法士、作業療法士、言語聴覚2
士のリハビリを受けて、動かなかった手の機能が少しず
つだが回復はしていく。しかし足は動かないままに退院
した。

７００字の投書が繋ぐ

退院してきた美智子は「自分の今の役にたつことはな
んだろう」と考えた。書くことが好きで小さな出版社で

書くことを生業にしていた
ものの、大手企業の出版社
や新聞社から見ると、ただ
書くことに毛が生えただけ
の能力だった。それでも書
くことで何か役にたつこと
はできないだろうか。

奈良県で発行されている
雑誌の出版社の勤務から地

元の地方紙も読んでいた。取材情報に行き詰まると地方
紙の記事を読んでは時には参考にして取材をすることが
あった。この中で興味をひいて読んでいたのは女性が中
心の「投稿欄 、地方紙と読者が繋ぐ場所だった。はた」
と気がついた。美智子の現況、介護支援生活をお知らせ
して、介護支援をする人、受ける人の在宅介護を知らせ
ていく。地域での介護支援者との連携を知らせていく。
健康な時はケアマネジャーという言葉は聞いたことがあ
るが自分と関わっていなかったら漠然としか分からな

い。年金から自動的にひかれている介護保険ももったい
と思っていた。しかし介護を受ける身になると介護保険
の重要性にも気がついた。

退院して、約１か月ほどして、地方紙の投稿欄「石舞
台」に投稿することにした。入院するまで１年に３・４
回程度、きままに投稿していた。そんな縁と雑誌の読者
も見ていると考えて自分の現実を知らせる目的で投稿し
た。大きいテーマは「在宅介護」にしてその都度、サブ
タイトルをつけることにした。
退院しての最初の投稿原稿は「在宅介護‐お元気です

か」にした。文章の文字数は７００字前後、はたしてど
れだけ書けるのだろうか。とにかく書いて見ないとわか
らない。

「風邪をこじらせて緊急搬送されて危篤になった。医
師や看護師たち、大勢の人の尽力で命拾いをした。入院
して手足の機能が使えなくなり、手は作業リハビリでな
んとか動くようになった。足はまだ動かない。寝たきり

。 、で退院してきた 言語聴覚師は私の会話や記憶力を確認
老化で忘れやすくなっているが問題はなかった。さて足
の機能、寝たきりで歩けない。毎日、ホームヘルパーが
来られて、バルーン(留置カテーテル、つまり尿バルー
ン)からでている尿が何ＣＣ排出を毎日、記録していか
れた。夫も便の処理をした。歩けない私の三度の食事の
支度、そのための買い物にまた家計の管理などもしてい
た。これまでしたことがない家事と家計である。何もで
きない私は横目で見ているだけだった。そんな光景にリ
ハビリをしっかりとして１日でも早く歩けるようにしな
ければならないと思っている。

chung-y@kf7.so-net.ne.jp https://www.facebook.com/yonsun.chung?sk=wall鄭容順
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リハビリの最初、一番、怖かったのは生れて初めて乗
。 。る車椅子だった ベッドに腰をかけても足の感覚がない

。 。本当に車椅子に座ることができるのか 半信半疑である
入院時の理学療法士は私に つ つ丁寧にすることを教1 1
えていく。まず理学療法士の首に両手をかけると理学療
法士は私の腰をしっかりと持って車椅子に乗せていく。
この動作はいつもやり方が同じだった。これで私は気が
ついた。プロの理学療法士は学び、体験したことをその
ままに実践している。そう思うと少し気持ちが楽になっ
た。リハビリも治療のための日々の仕事だと思うことに
した。リラックス、リラックスと心の中で呟いていた」

投稿した翌日、固定電話
に電話が入った。

夫は電話に出た。
「ベッドで寝ていて電話に

」 。出られない と話している
電話は長い間、会ってい

ない人からだった。子ども
が小学校就学中だったＰＴ
Ａの役員、当時、美智子が

広報部長をしているときの副会長をしていた人からだっ
た。美智子の子どもが小学３年で幾年の年月に美智子も
年を重ねたが彼女たちも年を重ねていた。
電話をかけてきた日、夫に美智子の住んでいる所在地

を聞いて午後３時半に訪ねて来た。当時、文化部長だっ
た人と一緒に来た。ＰＴＡのＯＢ会を１年に１度開いて
いたので何度か会っていたが、当時の会長が他界されて
からＯＢ会は解散。もう数年は会っていなかった。

美智子は目覚める前の三途の川を見た話をしていた。
美智子より一回りも年上の友人は「それは先祖さんが助
けてくれたのよ。感謝しなさいね。それにこれからの高
齢者は地域と協力しあって高齢者の助けあいをしないと
いけない。それにあなたは書くことが好きだから書くこ
とでまわりと支え合って、繋いでいくことですよ」と、
話した。
美智子は一回りも年上の２人の友人の言葉を素直に聞

き入っていた。そういえばケアマネジャーも美智子の家
に訪問したときにいっていた。美智子が地元の雑誌社の
記者をしていること知っていた。
「飛鳥さん、今は休養で充電と思って下さい。パソコ

ンの前に座れるようになれば何か文章を書きとめて下さ
い」

投稿が繋ぐ

美智子はまだ寝たきりで歩行はまだまだ満足にできな
い。まず歩けるようにならないといけない。今、自分の
やりたいことは何かわからないと思っていた。
退院してきて地元紙に投稿した原稿でＰＴＡ時代の友

人の目に留まり、さっそく訪問してくれたことに新聞の
広がりの早さにまた改めて驚いていた。
１か月後の原稿は「在宅介護‐社会の窓」にした。
「３月の半ば、奈良の東大寺のお水取りも終わって、

ようやく春めいてきた。寒さが厳しい冬の間の外来診察
は少し気分が暗くなる。リハビリで歩行が少しできるよ
うになってくると、外来診察に行くのに外出着に着替え
ていく。冬の間は外出着の下に着ているものが多くて大
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変だった。春めいてくると１枚ずつ脱いでいく。外来診
察も楽しみである。私の唯一の社会の窓である。普段は
１週間に１度、デイサービスに行き、高齢者と話してい
るのも社会参加で社会の窓である。病院は老若男女、様
々である。病院の待合室などで待っていると、いろんな
人が行き交う。高齢者が高齢者の車椅子を押している。
まだ生まれて間もない赤ちゃんを抱っこしている若い夫
婦、幼児をつれている母親、５０代、６０代の女性が高
齢者を病院に連れてきている。実母なのか、姑なのか気
になって見ている。奈良市内の病院なので思いがけなく
知人に会うことになった。

知人は取材で縁が出来た人で、巷の噂では病気になっ
てかなり重度と聞いていた。それが私の車椅子の前に立
っている。私の変り果てた姿に驚いていた。噂では歩行

、 。も出来ないと聞いていたが 私の前に立って歩いている
私は「こんにちは」と挨拶、黙っていても伝わるものが
ある。知人はにっこりと笑っていた。自宅に戻り、訪問
看護師に病院でお会いした人に私が希望と元気をもらっ
たと話した。看護師は『飛鳥さんがリハビリをして歩け
るようなって今度は他の方に希望を与えることにして下
さい』と話した。そうだ。車椅子生活、介護支援生活に
も光があると信じてリハビリに、がんばろうと心の中で

。 、決意していた 元気なころに駆けまわった知人との再会
知人の努力、これは つの『社会の窓』と私なりに命名1
していた。社会の窓がさらに大きく広げていくのも自分
次第と考えていた。外来診察で行きかう人も出会い、何
も話さなくてもその方の人生の片隅に触れて社会の窓を
実感していた」

この原稿を投稿した後
に地元紙のデスクから手
紙が届いた。読者からの
ハガキや手紙が入ってい
た。またこの投稿欄を通
してグループが作られて
いた。グループの代表か
らの手紙もあった。

一人の人は「初めてお便りをします。私の同年代、私
自身も身につまされそうにして読んでいます。在宅介護
になっても前に向いて生きておられる姿に感動していま
す 、またある人は「よくなりましたら、私たちの会合」
に顔を出して下さい。語りあう中でお互いに生かされて
いてることを実感していくと思います 、またある方は」
「よくなりましたら一緒に奈良公園を散策しましょう。
鹿に触れて芝生に触れて奈良公園は神々が宿る春日山原
始林が見下ろしています。奈良県民はもちろん、日本列
島の自然も人も見まもられていることがじわじわと伝わ
ってきます。一緒にそんな快感を味わいましょう 「社」、
会の窓は私たちの活動の中にあります」と、書いてあっ
た。
手紙の数々に感謝して感動していた美智子は次の投稿

欄に手紙のお礼を書いた 「在宅介護‐手紙から」を書。
いた。
「投稿して１年もならないのに投稿原稿『社会の窓』

でたくさんの人からハガキやお手紙頂いた。嬉しさでい
っぱいです。
見ず知らずの人たちが投稿原稿を読んでどんな人か想

。 。像しています お会いしたことがない人がほとんどです
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仕事を通してどこかでお会いしているかもしれないで
す。
まさか自分が介護支援生活をするとは思ってもみなか

った。若い時は風邪を引くと売薬を飲んで治癒、それで
も治らなかったら病院にいって治療していた。高齢者に
なると風邪をこじらせて肺炎になるリスク、自分に降り
かかるとは思ってもみなかった。高齢者であることをま

。 。ず認識しなければならなかった それがいつまでも若い
若いと思っていた。息も絶え絶えになった。夫は救急車
を呼んで私を緊急搬送してくれた。おかげさまで命拾い
をさせて頂いた。目覚めた時は手足が動かない。ショッ
クでした。しばらく考えて生かされた命に感謝をして前
に向いて生きて行こうと心で決心していた。肺炎の治療
を終えると動かない手足の機能回復のためのリハビリが
毎日の私の入院生活の中で大部分を閉めることになっ
た。
言語聴覚士は言葉や記憶を取り戻していく。作業療法

士は動かない手の機能回復、理学療法士は足の機能回復
です。感覚のない足をベッドの上でマッサージをしなが
ら少しずつ神経や筋肉を取り戻していく。約２か月のリ

ハビリで箸を持って食事ができる。記憶は途切れている
こともあったが主治医が大丈夫といって下さった。足の
機能は時間がかかるようだ。病院の理学療法士は退院を
するときに訪問理学療法士に引き継ぎの文書を書いて下
さった。
文書には「とても怖がりです。ゆっくりと焦らずに訓

練して下さい」と。

「社会の窓」は開いている

次の投稿原稿「手紙 」にした。2
リハビリは毎日の積み重ねです。３歩進んで２歩下が

るというほどコツコツの積み重ねである。しかしやるし
かない。機械を使ってするリハビリ、初めてするときは
心臓がパクパクするほど恐怖になっている。平行棒を持
ってまだ立てないのに理学療法士は、ここを持って立ち
なさいといわれる。持って立ったとしても数秒しか歩け
ない。それでもこれもして続けないといけない。理学療
法士はあるときは厳しい。泣きたくなりそうになるが、
これも自分のためと考えてリハビリをしている

友人はメールをくれた。そのメールには「リハビリは
急がず、休まず」である。このメール見た病院の理学療
法士は「このメール、患者さんに使わせて頂きます」と
いっていた。入院してリハビリが前に進まないと、この
まま『社会の窓』から閉ざされるという恐怖感がある。
しかしリハビリをして健康になることが優先と気がつい
た。自分で『社会の窓』を拡げていくしかないと気がつ
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く 『社会の窓』は繋がることだと気がついた。。
自分の与えられた場所で自ら、積極的に繋がっていく

ことが『社会の窓』である。高齢者はともすれば遠慮が
ちになる。

戦後のアメリカ占領下で統制された生活、戦後の民主
主義教育を受けた世代、貧しさと裕福と混合に体験した
世代、なによりも古さと新しさが共存している。語る弁
はとても雄弁になっている。戦後教育で、男女差別とい
う日本の古いしきたりの中でも自分を表現していくこと
を養った。こうした体験を通して 代や 代の先輩諸80 90
氏の話を参考にして高齢者と地域を繋いでいくことをし
ていくことが私の世代の役割と思っている 「投稿欄・。
石舞台は私の『社会の窓』になりました。与えられた現
在の位置から投稿していく。よろしくお願いします」

この投稿原稿を見た奈良県内で音楽活動している還暦
の年になった田中良子から携帯に電話が入った。
「投稿原稿を読みました。病気をされて今、リハビリ

をしておられることがわかりました」という。良子は雑
誌の取材で知りあい、つかずはなれずの仲だった。どち
らかというと良子の母親とはよく話して良子の活動の愚
痴を聞いていた。

美智子はデイサービス、訪問看護師やリハビリの話を
した。
良子は「デイサービスはどこに行かれていますか」
「自宅から近くのところ、健脚だったら５分程度のと

ころです」
「ボランテイアでその施設に音楽療法で訪問したいで

す。たいそうなことではないですが、
音楽と繋がって高齢者を励ましたいで
す」

「わかりました。次はまた土曜日、
施設に行きます。施設の人に聞いて見
ます」といって後は双方、近況を話し

て電話を切った。
美智子は施設の職員に話すと職員はさっそく良子に電

話をして訪問の日程を調整していた。些細なことだが美
智子と良子の繋がりは、地域のボランテイア活動に繋が
っていた。
晩夏というのか初秋というのか、９月の半ば、良子は

大きな荷物を抱えてデイサービスの施設に１人でやって
きた。いつもは華やかな柄の衣装を着ているのに、高齢
者施設の訪問を意識していたのか、白のワンピースドレ
スに丈の短い黒のベストを羽織り黒のパンツだった。音
楽と結婚したと口癖にいっていたので独身だった。
デイサービスの施設は奈良市内のど真ん中にあり、近く
に市内循環道路がある。人の往来は多い。
投稿した原稿は「在宅介護・ボランテイア活動」
「施設にやってきたのは奈良県で音楽活動をするＴさ

ん。普段は自宅を拠点にして子ども・高齢者たちの合唱
グルーブで音楽活動をしている。 本紙に投稿した私の
原稿を見て連絡を下さり私が通所する施設に訪問して下
さった。Ｔさん一人、大きな袋は大きな紙芝居が入って
いる。そしてＣＤカセットの持参。午後２時から始まり
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利用者は職員が
椅子を横に７脚
を何列かに並べ
たところに座っ
た。

Ｔさんは「皆
さ ん こ ん に ち
は」と挨拶して
簡 単 に 自 己 紹
介、ＣＤカセッ

トを鳴らした。ホワイトボードには模造紙に書かれた歌
詞が貼られていた。ＣＤカセットから『海』の歌が流れ
た 『海は広いな大きな 、一小節、一小節、Ｔさんが歌。 』
い 後に続いて利用者が歌う 他に われは海の子 砂、 。 『 』『
浜』を歌った。次は歌謡曲で『憧れのハワイ航路 、』
最後にＴさんは「どんなところにいても自分を忘れない
で楽しく明るく話して笑っていきましよう。小さなこと
でも夢をもちましょう。私の夢はささやかですが、皆さ
んが私と一緒に歌ってお元気になっていかれることで
す」と。

、 。この後 大きい袋に入っていたのは絵が描かれている
「 、 、Ｔさんは 子どもの頃 私の合唱団にいたお子さんは今

病院で言語聴覚士をしています。絵が好きで描いてくれ
ました」といい。２枚の絵を出した。同じ絵なのに間違

。 。いが７か所ある その間違いを探すのが脳の訓練という
絵は町の景色が描かれ樹木の間に鳥が飛んでいる。４人
の子どもたちの服装や持ち物、風景などがどこか違って
いる。間違い探しは高齢者ながらも盛り上がった。童心
にかえって手をあげて答えていた。

さて後の１個がなかなかわからない。職員の１人がヒ
ント出すと７か所ができた。

Ｔさんは「皆さんの元気で私も元気を頂きました」と
話した。私も元気になっている。ボランテイア活動は人
と人の間の空間を埋めていく大切さを教わった」という
原稿になった。

間を結んでいく。言語聴覚士は美智子の病院でリハビ
リの先生、言語聴覚士だった。作業療法士、理学療法士
の３人にお世話になった。

まだうっすらと意識朦朧としている時は何をするもの
も嫌で「今日はしたくありません」と、言語聴覚士に言
ったことがあった。その日はしなかった。また何度かし
てまたしたくない日に「したくありません」といったと
き、言語聴覚士はうっすらと目に涙をためておられた。
それを見た美智子は悲しい思いをさせてはいけないと、
とっさに思って「します」といっていた。いろんな絵を
出してきて記憶するテストや言語聴覚士が話す言葉を記
憶していく。その時、言語聴覚士の名札を見た。どこに
でもあるような名前だった。どこかの市長の名前と同じ
だった。その話をしているとどこに住んでいるのかもわ
かり、そこで活躍するＴさんの名前を出した。言語聴覚
士は小学生のころ、Ｔさんが主宰する合唱団に所属して
いたという。これは奇遇だった。縁もゆかりもなかった
言語聴覚士と美智子と良子とが一体化していた。地域と
地域、人と人の接点、縁が誰にでも足元にあると実感す
る美智子だった。
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友人たちのボランティア

ぼんやりとベッドに
横になってラジオを聞
いていると携帯に電話
が入った。

「あなたの原稿、投
稿欄で見たわよ。塾の

。人が見せてくれました
塾の経営者が私たち何かボランテイア活動しょうという
の。あなたの利用しているところに訪問したいわ。それ
にあなたにも会えるでしょう」という。それで連絡先を
教えた。

しばらくして 月、山々に紅葉が目立つ頃、塾講師11
している城山聡子が施設にやってきた。持ってきたもの

。 、は大きい算盤である 利用者は椅子を 列ほどに並べて5
大きい算盤と向き合った。いつもはブランドの服をおし
やれに着こなしているが、この日は黒のパンツに上は黒
の地に小さい白の玉模様のジャケットを着ていた。上着
の下は紫色の薄手のセーター、ほっそりしている体型、
７６歳に見えない。
聡子は算盤の大きさが縦は７０センチ、横は１メート

ル２０センチもある業務用の指導する算盤、しかもカラ
ー算盤である。枠はピンクとブルー、珠は赤、青、緑、
桁はクリーム色、カラー算盤を見た施設の利用者、高齢

「 。 、 。者は口々に わあ 今の算盤 こんなに華やかで綺麗わ
」 。私が知っているのは黄色い珠に茶色の枠だった と話す

他の人も記憶があるのか「そうそう」といっていた。

聡子は の位、 の位、 の位まで珠を置いて教え1 10 100
た。そして の置き方、 の置き方など教えた．算盤15 28

、「 、 」ができる高齢者がほとんど 次はこちらと こちらと
と、口々に言っている。

8 5 3５を置いて を足すときは、 の珠を上にあげて珠を
個上げて の位の１つの珠を上げると になる。暗算10 13
より早い。

誰かが言う 「暗算より早いな」と。暗算という言葉。
に聡子は「引き算の仕方教えます」と、いって算盤を片

15 7 10付けてホワイトボードを前にもってきた。 － 、
3 3 5 8 10から７を引くと と上の を足すと になる 隣の、 。

の位から借りてきているので になる。この仕方を教え0
ると、手の指を全部使って引き算をすることをしなくて
いい。これはある塾で指導している方法といい、 か100
ら を引いていく。最後はまたこの引き算で盛り上がっ7
た。集中力で脳の活性化の一助になっている。

聡子は算盤は子どもだけではない。高齢者も使うと指
の運動と頭の回転になると話していた。

終わると聡子は「ウジウジしている高齢者を想像して
いたのですが、ここに来ると皆さんが明るくて、積極的
に話して下さり、私の方が元気を頂きました」と美智子
に話していた。

月の始め、地元紙の投稿欄に初めて聡子の投稿原12
稿を見た。めったに文章をかかないので驚いた。

「高齢者施設と地域住民の連携」と題している。
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「友人が病気になって利用
している高齢者施設にボラ
ンテイアで訪問しました。
施設では皆さん、足腰は弱
っているものの力強く生き
て来られたそれぞれの生き

。方を見ることができました
私のボランテイア活動は算
盤を持って行って算盤を使
って足し算、引き算をしま
した。算盤に慣れてくると
暗算より算盤が早いことが
確実であると分かって来ら
れました。

利用者から「昔から読み
書き算盤ですね」と、話す

人がいました。
施設の入居者も利用者はすこぶる元気で積極的に私の

することに参加しようという意気込みがみられました。
、 。もっと よわよわしいと思っていたがそうでないのです

今、生かされている所で力強く過ごしおられました。入
居者は子どもさんの関係で遠くからここに入居しておら
れる人もおられると話しておられました。通所する人は
施設の近くの人たちです。職員たちも仕事といえ、真心
で応対してお世話をしておられるのです。

こんな様子に地域と住民の接点の大切さを学びまし
た。
各自の人脈を生かして施設にボランテイア活動で訪問

していくことです。私が利用者から学びましたので、ま
たボランテイアで訪問する人が学んで頂きたいです。奈

良の地域を生かして人脈を生かして下さい、私の友人は
ジャズシンガーです。友人に訪問を要請して、奈良の万
葉集をジャズにアレンジして歌って頂き、高齢者たちの
青春のジャズ 「ケセラセラ 「テネシーワルツ」を皆さ、 」
んと一緒に歌ってと頼んでみようと思います。皆さんも
なにか１つでも特技があれば、地域の高齢者施設を訪ね
てボランテイア活動して下さい。
皆さん、塗り絵も大好きです、施設のあちらこちらに

塗り絵も張り出されています。奈良だから鹿について語
れる人もいるでしょう。そんな方のボランティア活動が
大切です。皆さん、よろしくお願いします」

美智子は新聞の投稿欄を見て携帯に電話をした。
繋がるのに時間がかかったがつながった。
「ごめん。ごめん。車に乗っていたから車を止めて電話
をとったから」
「見たよ。投稿欄。めったに書かない人が投稿している
のでびっくりしたわ」
「めったに文章を書かないのに書いたわ。書くことは自
分の恥じさらしになるので書かなかったのに、施設のボ

、 。ランテイア活動して 人生の先輩に学ぶことになったわ
恥を書きながら生きていくのも人生であるとわかりまし
た。地域との連携の大切さを訴えたくて書いたのです。
あなたみたいに書くことは好きではないけれど投稿して
みると案外、自己満足になることがわかりました」
「この間は算盤を通して算数の違う引き算を教えても

らってありがとうございます」
「あなたは雑誌記者をしていたので多くの人と出会っ

ているでしょう。人の出会いを大切にして、福祉施設の
ボランテイア活動を呼びかけて下さい。これから私、テ

chung-y@kf7.so-net.ne.jp https://www.facebook.com/yonsun.chung?sk=wall鄭容順
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chung-y@kf7.so-net.ne.jp https://www.facebook.com/yonsun.chung?sk=wall鄭容順

ニスにいくところだから電話を切ります」と言って電話
を切った。

学ぶことの毎日

今は便利になったものだ。携帯電話でどこにいてもつ
ながるのである。
聡子は大学時代の英文科を生かして今も英語を習い、

脳の活性化にギター教室に通い習っている。たまに教室
の人たちと舞台出演をしている。その合間をぬって算盤
塾の講師をしている。美智子は７３歳、聡子は３歳上で
７６歳である。家に静かにおられないタイプ、何かと外
出して活動している。夫が定年退職をしても生活を変え
なかった。変えたのは夫、主夫になって夕食を作ってい
た。しかし病に倒れて桜満開のころに亡くなった。
美智子は夫がいたおかげで夫の介護を受けながらリハ

ビリをしてなんとか歩けるようになった。夫婦は二人三
脚、喧嘩もあったが夫婦だから呼吸があう。気楽な関係
で介護してもらってる。

施設のデイサービスに通うようになって 年、最初は3
とまどうこともあったが、職員のお世話でなんとか歩行
も出来るようになってきた。そして施設で気心の知れた
人も何人かいるようになった。
入居者たちが午後から入浴のために１階のデイサービ

スに降りてこられる。美智子が座るテーブルはいつも出
入口近くで詰めれば６人か座れる。デイサービスを通所
する人も美智子のテーブルに集って来る。美智子は１人
でいてもテーブルに置いてある本に目を通したりしてい

た。３年近く経っている。４人掛け
のテーブル、詰めて座って 人が座6
っている。同じ人もいれば違う人も

いる。 このテーブルのそばを通る利用者が「ここは楽
しいですね」といっていかれる。
学校給食センターで働いていた 代の女性、娘さん80

が結婚で奈良に住んでいることから最後の住まいは奈良
と娘さんが決めた。関東から来られた 代の女性、和90
歌山県から奈良に住みついた 代の女性、東京から奈90
良に来た 代の夫婦、またおしゃれな 代の女性は若80 90
い時は事務員で働いておられたので衣装持ちである。
中には夫が外で働くこと嫌がり、いつも内職をしていた
９０代、高齢者住宅に住んでいてもデイサービスで来ら
れている。

ここ集ってくると美智子は皆にいっていた。
「ここに来ている人は何らかで問題を抱えている。家に
いると１人、誰とも話さない人もいる。ここに来ると会
話をして笑って帰って下さい」
最初は人の話を黙って聞いていても、ぽつりぽつりと

話しだして来られる。
関東からこられた人で関西弁の「おおきに」を使いた

いけれど、なかなか難しくて使えないという。美智子は
「そんな、関東の人が関西弁の『おおきに』を使うとイ
ントネーションがおかしいので使わない方がいいです」
と、いっていた。

「私は関西弁の『おおきに』を使うときはありがとうと
何度もいいたいときに『ありがとう』といって次に『お
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おきに』といっています」
「ここの職員やお世話になって
いる看護師やリハビリの先生、

『 、感謝の念をこめて ありがとう
サンキュウベルマッチ、おおき
に』といっています」と、話す
と周りはゲラゲラと笑ってい
た。

川柳を作ることを趣味にして
いる９０代の婦人、美智子は「川柳は難しいです」と話

5 7した 婦人は 何も難しくないです 普段の会話を ・。 「 。
・ にすればいいのです。字余りにになりますが、さき5

『 、 、ほどおっしゃった ありがとう サンキュウベルマッチ
おおきに』もこれで川柳になります」
三重県に住んでいて子息が奈良に住んでいることから

奈良に来られた９０代の婦人、生業はお好み焼き屋、近
くに高校があったので学生たちが多く来ていた。出汁の
取り方、長芋は営業用である。
「家のフライパンではうまくできませんが、お好み焼き
屋の鉄板は１センチもあるので誰が焼いても美味しく焼
けます」と話す。
折り紙を折るのが好きな人は６人が座っていっぱいの

テーブルの角に座って６月の紫陽花の花を折っている。
施設のボードに貼り付けるので数がいる。職員に頼まれ
て折っている。折り紙の紫陽花、空き箱にいっぱいにな
っていく。隣のテーブルで黙々と塗り絵を塗る男性、新
聞を読んでいる男性もいる。

学校給食センターで長いこと仕事していた８０代の婦

人、今も料理を作ることが好きで、施設で入居していて
も施設で出る食材もいいが自分で作ると私の味になると
いっては、せっせと台所に立って作る。それも入居者た
ちにも配膳するので量が多い。

美智子がデイサービスできていたとき、婦人が厨房に
来られた。生姜が切れているからと。鰯をバケツいっぱ

3い買ってきて下処理して煮付ける。自分が食べるのが
尾だが作って食べて頂き喜んでいる顔を見るのが生きが
いといっていた。
この方の料理を褒める人が入居者に多く「肉じゃがを

作られても美味しいのです。いつも美味しく頂いていま
す」と話す。
編み物の好きな人もいてベストやカーデガンは自分で

手編みしている。温かさと人柄が伝わってくる。
戦前・戦中・戦後を生き抜いて来られた世代の高齢者、
体験はそう簡単に消え去ることはできない。自分ででき
ることはされる。これがこの世代の生きがいであり、地
域密着もこれまで生きて来られた生活体験と知恵であ
る。

美智子は人生の先輩から学ぶことが多く、片方から見
ると古い世代と言われるが美智子はここを利用して、決
して無駄はないと気がついた。昔、培った日本の文化と
伝統と言葉の数々を大切にしていく。正月、近くの氏神
さまに初詣にでかけた。小さな神社だが初詣ができるこ
とに感謝していた。なにげない姿勢にも美智子の世代で
も高齢者婦人から学ぶことが多い。学んだことを次世代
に伝えていく。地域と一緒であることの大切さを認識し
ていた。
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～夏山から消える雪渓～

文・写真 編集長 井上脩身Lapiz

、 （ ）今年８月末 北ア・白馬岳 ２９３２メートル
に約２０年ぶりに登った。白馬岳の東の沢は大
きな雪渓をなしており、この大雪渓をアイゼン
を利かして歩くのが白馬登山の醍醐味。ところ

。がこの雪渓が歴然と以前より小さくなっていた
１０年くらい前から「地球温暖化が雪渓にも及
んでいる」とうわさされていたが、その現実を
目の当たりにしてがく然とした。地球温暖化に
よる縮小であれば、ことは白馬大雪渓だけの問
題ではない。北アルプス、いや東日本から北日
本の山々の積雪量が減っていることを意味し、

。それはいずれ水不足という深刻な問題に立ち至る恐れがあることを示しているのだ

白馬連峰（ウィキペディアより）

編集長が行く　忍び寄る地球温暖化　井上編集長
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縮小する白馬大雪渓

白馬は主に白馬岳、杓子岳（２８１２メートル 、鑓）
ケ岳（２９０３メートル）の三つからなり、白馬三山と
呼ばれる。白馬大雪渓は白馬岳とその南の杓子岳のそれ

。 、ぞれの尾根の間の谷で形成される 長さは約３・５キロ
幅は広い所で３００メートルに渡り、標高差は６００メ
ートルに及んでいる。夏山の登山コースは雪渓上に真っ
すぐにつけられており、ゆるい勾配を４本か６本爪のア
イゼン（冬山では８本爪のアイゼンを使う）を靴底につ
けて登る。剱岳（２９９８メートル）中腹の剱沢雪渓、
針ノ木岳（２８２０メートル）直下の針ノ木雪渓と合わ
せて北ア三大雪渓と呼ばれるが、圧倒的に人気を集めて
いるのは白馬大雪渓だ。登山者だけでなく雪渓見物にく
るハイカーも多く、白馬村の観光資源でもある。
私は５１年前、大学の友人と３人で白馬岳に登ったの

が白馬登山の最初だ。このときは頂上付近でテントを張
り、そこから白馬三山を経て唐松岳、五竜岳まで縦走し
た。２回目はその十数年後、私が３０代半ばのとき、妻
と二人の子どもの一家４人で登り、白馬岳北の小蓮華山
から下山。３回目は２１年前、妻と次男で登り、唐松岳
から八方尾根を下った。
４回目である今回は、初めて登った仲間で「５０周年

記念」として挑むことになった。うち一人は奥さんが健
、 。 、康を害し Ｍさんと二人登山になった 白馬三山を経て

下山途中、鑓ケ岳中腹の鑓温泉につかるという計画。同
温泉は２１００メートルのところにあり 「標高日本一、
の湧出温泉」といわれている。

、 、 、今回も 過去３回同様 スタートは大雪渓下の山小屋

白馬尻荘。標高１６００メートル、バス停から歩いてわ
ずか１時間のところだが、森閑とした別世界だ。

、 。朝６時前 アイゼンを手に提げて小屋をスタートした
２回目のとき、小屋の前でラジオ体操をした後、子ども
の靴にアイゼンをつけた。普通の運動靴にはうまくはま
らず困ってしまった。おかげで、雪渓が小屋のすぐそば
まであったことを鮮明に覚えている。３回目、つまり２
１年前も雪渓の一番下の端は小屋のすぐそばだった。
ところが今回、沢に雪はなく、大きな岩が渓谷いっぱ

いにゴロゴロところがっている。雪渓のない白馬登山な
ら、ただ苦しみがあるだけだ。しかもこの日は濃いガス
に包まれ、時折、横殴りの雨が降るあいにくの悪天候。
気分がのらない登山になった。
普通の登山道を１時間近くのぼったところで、ようや

く雪渓の端にたどり着いた。視界は３０メートル。見通
しは利かないが、踏み跡を確かめながらゆっくりと歩を
進める。２時間ほど登ったころ、葱平という雪渓コース
の終点についた。ここから尾根に取りつく。少し高台に
あがったところで、一瞬、ガスが晴れた。驚いた。以前
は間違いなく雪渓が頂上近くまで広がっていた。目分量
では雪渓の上部と下部でそれぞれ２００～３００メート
ルほど小さくなっている。当然、雪の厚みも減ったはず
だ。視界が悪いのではっきりしないが、あちこちでクレ
バス状態になっているに違いない。

雪渓長４０年で半分以下

調べてみると、２０１６年は雪不足のため９月１日か
ら通行止めになった。同年８月末、白馬村、北ア北部地

編集長が行く　忍び寄る地球温暖化　井上編集長
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区山岳遭難防止対策協議会、大町署などが現地調査した
結果、クレバスが拡大していて雪渓登山は危険と判断し
た。大雪渓の通行止めは前例がないという。
元信濃毎日新聞記者の地元ライターの報告によると、

登山者の一人は「数年前に来たときは小屋まで雪があっ
た。その印象が忘れられない」と、ガッカリしていた。
白馬村の観光課長は「何年も前から雪が少なくなったと
誰もが感じていた。温暖化の影響ではないかという見方
もでてくると思う」と話したという。
雪が少なくなったのはこの数年だけの現象ではない。
朝日新聞社が０８年９月１７日、北アルプスの山々の

雪の状況を上空から撮影、名古屋大学が保存する１９６
、 。８年１０月撮影の写真と比べて ４０年の変化を調べた

そのレポートは以下の通りである。
奥穂高岳（３１９０メートル）東面の、氷河期に浸食

された椀状氷河地帯の涸沢では、雪渓の長さは半分以下
になっていた。槍ケ岳（３１８０メートル）の天上沢の
雪渓も幅が狭くなってやせ細っており、白馬大雪渓や剱
沢、鹿島槍ケ岳（２８８９メートル）のカクネ里の雪渓
も小さくなっていた。
朝日新聞社機に同乗した雪氷学者は「標高の比較的低

い雪渓の下の部分で雪が消えている。雪渓の中でも越年
する雪渓が減っている可能性がある」と分析。名大の研
究者は将来について 「これまで増減を繰り返してきた、
雪渓が、ある年突然消えて、その後はなくなってしまう
こともあり得る」と悲観的だ。
朝日新聞社の調査によっても白馬大雪渓が小さくなっ

ていることは明らかだ。この調査時点の４０年前は、今
年の５０年前にあたる。私が初めて白馬岳にのぼったこ
ろだ。私の個人的印象は決して間違いでないことが裏付

けられたわけだ。
一方、日本山岳会のホームページによると、剱岳の三

ノ窓雪渓、小窓雪渓と立山（３００３メートル）の御前
沢雪渓で氷河が確認されている。厚さ６０センチ、長１
２００メートルとみられる三ノ窓雪渓の氷河では、１カ
月で３０センチのスピードで動いているという。この速
度で氷河が小さくなりつつあるということだ。同山岳会
は、一般論として１９世紀以降、世界の氷河は後退して
いる、としている。
私はやはり５０年前、三ノ窓雪渓を経て、剱岳の登頂

を試みたことがある。雪渓の最上部まで登ったところで
猛烈な雨に見舞われて頂上を目指すのを断念、同雪渓を
引き返した。雪渓のスケールは白馬大雪渓とは比較にな
らないほど大きく、迫力があった。この雪渓を登る人は
わずかしかいず、一般に目に触れることはない。おそら
くこの雪渓も小さくなっているだろう。

１００年で１・１４度上昇

地球温暖化は「じょじょに起こる災害」といわれる。
、 。人の目に見えるようになったときは手遅れ というのだ

実際、地球温暖化が叫ばれ、温室効果ガス濃度の上昇を
抑えることが急務といわれながら、多くの人はその危険
性をあまり自覚していないように思える。
温暖化は目に見えないものだろうか。
２０１４年、世界の平均気温が１８９１年の統計開始

以来最も高くなった。１９８１～２０１０年の３０年間
の平均を基準として比較すると０・２７度高かったとい
う。第２位は１９９８年でプラス０・２２度。この年は
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顕著なエルニーニョ現象を受けて気温が上昇したもの
で、２０１４年も夏以降に同現象が起きたのが高気温の
原因だ（亀頭昭雄『異常気象と地球温暖化――未来に何
が待っているか 、岩波新書 。』 ）
またＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）の、

２０１２年までのデータに基づく第５次評価報告書では
「北半球では、１９８３～２０１２年の期間は、過去１
４００年において最も高温の３０年間であった可能性が
高い」としている。
日本では気象庁が都市化の影響が比較的少ないとみら

れる網走、石巻、飯田、浜田、名瀬など１５の気象台の
観測結果を基に気温の長期変動傾向を探っている。１８
９８年から２０１０年までのデータによると、１００年
あたり１・１４度上昇。上昇幅は季節によって異なり、
冬は１・１５度、春は１・２８度、夏は１・０５度、秋
は１・１９度上がっている。また日本近海の平均海面水
温は１００年あたり１・０８度上昇と、気温と同じ傾向
を示している。
各年の平均気温は上がったり下がったりとジグザグの

線をひきながら、全体として上昇傾向にあり、とくに記
録的な高温は１９９０年以降に集中。なかでも平均気温
が高かったのは１９９０年で、１９８１～２０１０年の
３０年平均を基準として比較すると、０・７８度高かっ
た。第２位は２００４年（プラス０・７７度 、第３位）
は１９９８年（プラス０・７５度）だった。
以上は２０１０年までのデータによる記録。２０１３

年は西日本を中心に広範囲で高温になった。８月１２日
に高知県四万十市で４１度まで上がり国内最高記録を更
新。東京では８月１１日に最低気温が３０・４度と、１
９９０年に新潟県糸魚川市で記録された３０・８度に次

ぐ２番目の「熱い夜」になった。
この年の夏は、東から日本を覆う地上付近の太平洋高

気圧と、西側の高度１０～１５キロのチベット高気圧が
強まり、広い範囲で晴天が続いて気温が上昇。さらに南
シナ海からフィリピン海にかけて積乱雲の動きが活発に
なって上昇した気流が本州の南の海上で下降、太平洋高
気圧の強い状態が続き、高温現象になったとみられる。
（前掲書）

今世紀末最悪４・８度アップ

問題は前項の高い気温が地球温暖化によるものかどう
かだ。
ＩＰＣＣ第５次評価報告書では、四つの異なる温室効

果ガスの排出量と大気汚染濃度、エーロゾルなどの大気
汚染物質の排出量、土地利用の２１世紀の変化などを勘
案し、２１００年までの二酸化炭素濃度を四つのシナリ
オに分けて予測している。それによると①抑制の強制力
が２１００年までピークを迎え、その後減少する場合、
４２１ｐｐｍ②強制力が２１００年までにピークを迎
え、その後安定する場合、５３８ｐｐｍ③排出を抑制す
る気候政策を考慮しない成り行き型の場合、６７０ｐｐ
ｍ④非常に高い温室効果ガスが排出される場合、９３６
ｐｐｍ――としている。
①のケースは工業化以前に比べ、世界平均地上気温の

上昇を２度以下にすることを目標にしたものだ。④の何
の手だてもしなかった場合、二酸化炭素濃度は厳しい対
策をとられた場合に対して、２倍以上排出されることに
なる。
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一方、世界の２０の研究機関が２０１０年から２０１
２年にかけて、前記の４つのケースについての将来気象
予測実験を行った。それによる世界平均地上気温に関し
て１９８６～２００５年の平均を基準として比較する
と、今世紀末には①は０・３～１・７度②は１・１～２
・６度③は１・４～３・１度④は２・６～４・８度の上
昇となる。要するに、最も厳しい抑制策をとられても、
２１世紀全体として上昇する可能性が高いのだ。
このような気温上昇状態が続けば地球はどうなるのだ

ろうか 『異常気象と地球温暖化』の著者の気象学者・。
亀頭昭雄氏は「ほとんどの地域で世界平均気温が上昇す
るにつれて極端な高温現象が増え、極端な低温減少が減
ることは確実」とし、①広がる熱帯②縮小する雪氷圏③
海洋酸性化④海面水位上昇――などの現象を懸念する。
以下はそれぞれについての概説である。

広がる熱帯
気温の上昇により海面気圧が高緯度域で低下し、中緯

度域で上昇すると予想される。大気は熱帯域で上昇し、
亜熱帯域で下降する（ハドレー循環）という特徴がある
が、このハドレー循環の南北の幅が広くなる可能性があ
る。この結果、熱帯域が広がるとみられる。

縮小する雪氷圏
積雪面積は降雪量の変化と融解量の変化の相関関係で

決まるが、世界平均地上気温の上昇にともない、北半球
。 、の積雪面積は減少する 現在の北極域の海氷の広がりや

ここ数十年の減少傾向を考慮したうえで、二酸化炭素濃
度の上昇が著しい場合、今世紀の中頃までに９月の北極
域での海氷はほぼなくなる、と予測される。

海洋酸性化
工業化以前の海水のｐｈは８・２だったが、現在は海

水中に二酸化炭素が溶け込んだことから８・１と０・１
低下。酸性度が２６％増加したことになり、この現象を
「海洋酸性化」と呼ばれる。海洋が酸性化すると、海洋
中のプランクトン、サンゴなどさまざまな海洋生物に影
響し、生態系に深刻な影響を及ぼす可能性がある。

海面水位上昇
海洋の温暖化が強まることで氷河と氷床が縮小し、海

面水位は１９７１～２０１０年に観測された１年に２ミ
リの上昇率を上回る可能性がある。海面水位上昇に大き
な影響をもつのは海洋の温暖化による熱膨張と氷河が解
けることの二つ。最大で現存する氷河の３５～８５％が
今世紀末までに失われるとみられ、世界平均海面水位の
上昇高は今世紀末までに０・５２～０・９８メートルと
予測される。

雪解け水減り水源枯渇

本稿は雪渓が小さくなっているのではないか、との危
惧が執筆の動機だ。では我が国の降雪量は温暖化によっ
てどのような影響を受けるのだろうか。
データは古いが、１９９７年、森林総合研究所の研究

員らが温暖化が冬季の降雪量に与える影響を調査したレ
ポートがある。それによると、調査時点の日本全体の降
雪量の総量は１３１９億トンだが、気温上昇により、最
悪の場合５４９億トンに激減するとしている。
研究員らは上昇予想温度と予想降水量を七つのケース
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に分けて分析した。その詳細は極めて専門的になるので
省略するが、気温が２度上がった場合、降水量に対する
降雪量の割合がすべての地域で減少。この結果春季の融
雪量が減少する。気温が４度上昇した場合、本州では山
岳地帯で若干の降雪が見込まれるだけで、水資源として
の利用は困難になると予測した。
前掲の『異常気象と地球温暖化』によると、雪になる

か雨なのかの境目の地上気温は、日本海側で２～３度、
太平洋側で１～２度。季節風の影響を受ける日本海側に
対し、太平洋側では低気圧の影響を受けるため、約１度
の差が生じるとされている。いずれにしても、今世紀末
に約３度気温が上がるとほとんどの地域で積雪が減る。
また最深積雪のピーク時が１カ月早まると予測されてお
り、東日本の日本海側では１月末が最も深い雪に覆われ

。 、ることになるという 前記のレポートと重ね合わせると
気温上昇が２度以下にならなければ、雪解け水が減って
水源が枯渇するという深刻な問題になる可能性が高い。
水は人が生きていくうえで欠かすことが出来ない。水

源から水道によって各家に流される生活用水のほか、農
業用水、工業用水などとして使われるなど、社会・保健
・産業活動の中核を担っている。
２０１５年１２月１２日、パリで開催された第２１回

気候変動枠組条約締結国会議（ＣＯＰ２１）で、世界全
体の温室効果ガスの排出量の削減のために、各国に削減

（ ） 。目標を作成する義務を課すことで合意 パリ協定 した
これにより、我が国は２０３０年までに２０１３年対比
で排出量を２６％削減することが義務づけられた。
２０１６年１１月までに１９２カ国とＥＵが協定を締

結している。このうち中国、アメリカ、インドが加盟国
全体の約３割の温室効果ガスを排出しており、この３国

の取り組みがその成否にかかっている。ところがアメリ
カのトランプ大統領が１７年６月１日 「アメリカが何、
十億ドルも支払うことになる不公平な協定」などとして
協定離脱を表明した。
今年（２０１８年）の夏、日本は記録的な猛暑に見舞

われた。７月２３日、埼玉県熊谷市で４１・１度とこれ
まで最高だった四万十市の４１度を超えて最高気温を記
録。８月６日には岐阜県下呂市、同８日には同県美濃市
でそれぞれ４１度にまで上がった。また７月の月平均気
温の最高値が４７地点で更新するなど、猛烈に暑い日が
続き、熱中症による死者は１３３人と、２０１０年の９
５人を大幅に上回り、２００８年の統計開始以降、月別
で最高になった。
気象庁は太平洋高気圧とチベット高気圧が日本付近に

張り出したことが原因と分析しているが、地球温暖化対
策は待ったなしの状況にある、と考えるべきだろう。

私が目にした白馬大雪渓の縮小ぶりは、一見、この夏
だけの特異現象に見える。だが、今年のような地獄の猛
暑でない年でも「雪渓が小さくなっている」との報告が
相次いでいる現実を思うと、決して一時的縮小でないこ
とは明らかだ。
もしトランプ氏のように世界の国々が自国の利益のみ

を優先し、地球の温暖化を放置するのであれば、いずれ
白馬から雪渓は消えるだろう。そんな白馬に私は登りた
くない。だが、もはや問題は単に登山者個人の好き嫌い
のレベルではない。雪渓のあちこちでクレバスが大きく
口を開いている。その口は、今地球は生態系に異変をも
たらしかねない重大な事態にあることを訴えているよう
に思える。
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写真はいずれも井上脩身撮影

幅が狭くなった白馬大雪渓

雪渓を行く登山者
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写真左：白馬大雪渓の上部（以前はもっと上まで雪渓があった）
写真下：谷底まであらわになったクレバス
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breath of CITY
写真 北博文

めぐりめく変化する都市光景を一期一会として感じるままに

ファンインダーのフルフレームで切り撮っています。

人間が利便性を探求して作り上げた都市が今や独自に生きる術を

得たかのように朝・昼・晩と表情を変えながら人の心を揺さぶり

その反応を眺めているかの様な虚実的な都市の空気感を撮らえて

行きたいと思っています。

北 博文

。 。神戸生まれ 神戸市外国語大学卒業
建 築 士 、 フ ォ ト グ ラ フ ァ ー 。
http://tefteff.com/index.html

breath of CITY 北博文
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Fin

breath of CITY 北博文
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小田真　ドローンの世界　「秋」
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金剛山・奈良側

小田真　ドローンの世界　「秋」
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金剛山・奈良側
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千丈湖・三田市

小田真　ドローンの世界　「秋」
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千丈湖・三田市
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千丈湖・三田市

小田真　ドローンの世界　「秋」

82



片山通夫

神宿る。栢野大杉　片山通夫
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栢野大杉（かやの
おおすぎ）は、石
川県加賀市山中温
泉栢野町の菅原神
社境内にある杉の

4巨木で 同神社に、
。本ある神木の つ1

別名天覧の大杉 て（
）んらんのおおすぎ

と言われる。
樹高約 、根54.8m

元周約 （径11.5m
、胸高幹周3.41m）

（径 、9.6m 3.0m）
地上高 で幹周4.9m
5.1m 5.75m 2と の
つに分岐し分岐部

9m直下の幹周約
の、二又の杉の巨

（ ）。木である 写真左

（ウイキペディアよ

り抜粋）

神宿る。栢野大杉　片山通夫
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神宿る。栢野大杉　片山通夫
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片山通夫

歴史の街を行く・一乗谷朝倉氏遺跡　片山通夫
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一乗谷朝倉氏遺跡は、戦国時代初期にはすでに
（ ）全国でも有数の戦国大名であった越前 福井県

朝倉氏の本拠地で、南北朝時代に足利氏の一族
である斯波氏に仕えた朝倉広景から始まる。一
説では、その時代にはすでにここ一乗谷を本拠
にしていたと言われている。

年（天正元年） 月 日、刀禰坂の戦い1573 8 16
。に大敗した義景は一乗谷を放棄し大野へ逃れる

翌日、信長の軍勢によって火を放たれ一乗谷は
灰燼に帰した。
この戦の功績により信長から守護代職を与えら
れた朝倉氏旧臣の桂田長俊（前波吉継）が一乗
谷に館を構え、越前を統治していた。
しかし、同じ旧臣である富田長繁ら国人は長俊
に反感を抱いており、民衆に一揆を起こさせる
べく画策した。

年（天正 年） 月 日、吉田郡志比庄で1575 3 1 18
一揆が蜂起、翌日には長繁を先頭に坂井郡、吉
田郡、足羽郡の一揆勢 万 千人が一乗谷に攻3 3
め入り、長俊は一族もろとも討ち取られた。

そして信長が一揆を平定した後、越前八郡を与
えられた柴田勝家は本拠を水運・陸運に便利な
北ノ庄（ 福井駅一帯）に構えたため、辺境とJR
なった一乗谷は田畑の下に埋もれていった為 日「
本のポンペイ」とも呼ばれている。

歴史の街を行く・一乗谷朝倉氏遺跡　片山通夫

90



歴史の街を行く・一乗谷朝倉氏遺跡　片山通夫

91
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歴史の街を行く・一乗谷朝倉氏遺跡　片山通夫
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復原された街並
みは室町時代の
世界だった。
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写真：片山通夫

http://urx3.nu/NnAs穴太衆石積みの歴史と技法

「 」 「 」 。 、穴太 は あのう と読む 滋賀県は比叡山のふもと
日吉神社の門前町として今も栄えている坂本の在に「石垣

」 。 、 。の町 がある いや 坂本の町そのものが石垣の町なのだ
比叡山から琵琶湖に向かってなだらかな坂の町でもある。
ちなみに日吉神社はおよそ 年前、崇神天皇７年に創2100
祀された、全国 余の日吉・日枝・山王神社の総本宮3800
だということだ。
その坂本の町の近くに「穴太」という集落がある。この

集落からでた石積みのプロを、古来「穴太衆（あのうしゅ
う 」と呼んだ。穴太衆は、日本の近世初期にあたる安土）
桃山時代に活躍した石工の集団。主に寺院や城郭などの石
垣施工を行った技術者集団である。
穴太衆が積んだとされる石垣は随所にみられる。例えば
金沢城 安土城 彦根城 竹田城 篠山城 角牟礼城 つ、 、 、 、 、 （

のむれじょう 、高知城、洲本城などがそうである。）
石垣の町 坂本

旅するカメラ 穴太積みの里　片山通夫
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坂本は比叡山のふもと、日吉神社の東に広がる石積みの町である。
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中川眞須良

ミナミ気圧

撮影 大阪 新世界 にて
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ジョセフ・ヒコの幕末維新
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写真・文 井上脩身
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１９８５年、横浜開港
資料館で「ジョセフ彦と
横浜の新聞展」が開催さ
れた。このさい、同資料
館はアメリカ・ニューヨ
ーク州のシイラキュース
大学ジョージアーレンツ
リサーチライブラリーか
らジョセフ・ヒコに関す
る資料を借り受けた。送
られた資料のなかに日本
語文の建言草案類が含ま
れていた。それはヒコが
幕府に提言した我が国の
国家構想、国政改革案だ
った。アメリカ
合衆国憲法を下敷きにし

ており、我が国初の憲法草
案とも言えた。ヒコは我が
国の新聞史上の先駆者であ
るだけでなく、リンカーン
大統領にまで会った者とし
て得た近代国家の在りよう
を祖国に伝えようとしたの
だ。だが、幕末維新史の専
門書でもヒコの建言がとり
あげられることはほとんど
ない。だから私も知らなか
った、というのは言い訳に
もならないが、私なりにヒ
コの建言の歴史的意味を考
えたいと思った。

ジョセフ・ヒコ（ ヒコの生涯と新聞紙』より）『
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画期的な人権保障規定案

この建言草案は佐藤
孝氏によって調査、分
析され、その研究論文
は「ジョセフ・ヒコの
日本改革建言草案」と
して 『横浜開港資料、
館紀要第４号 （８６』
年３月）に所収されて
いる（以下佐藤論文と
呼ぶ 。）

佐藤論文によると、
建言草案はパーシヴィ
ル・Ｄ・パーキンス氏
が１９３５年、ヒコの
未亡人、浜田鋹子さん
から入手して所蔵。１
９６１年にシイラキュ

ース大図書館に寄贈したという。本文は２５丁。和紙に
墨筆で日本語で書かれている。表紙に「草稿」とあり、
ペンか鉛筆で、本書の由来についての英文の書き込みが
ある。奥書によると、１８６５（慶応元）年５月６日、
亜米利加ヒコ が外国奉行阿部越前守に提出したが 当「 」 「

時之形勢ニテハ何分難相用」として返却された草案であ
る。
日本語文であることについての横浜資料調査会の問い

合わせに対し、パーキンス氏は、二、三を除いてすべて
ヒコ自筆の日本語文である旨、回答した。

、 、佐藤氏は ヒコは日本語で書き表す能力が乏しかった
としたうえで、建言草案の日本語文については「ヒコ周
辺の複数の日本人が記したものと推論しておきたい」と
断定をさけている。しかし、英文の書き込みについては
「ヒコの筆跡によく似ている」と判断し、全体として佐
藤氏はヒコ自身の提言であるとみた。佐藤氏はヒコ周辺
の日本人の推定を避けている。ヒコが日本語訳を依頼す
るとすれば『海外新聞』発行の協力をした岸田吟香と本
間潜蔵以外に考えられない。だが岸田も本間もこのこと
は一切語っておらず、未解明のままである。
「ジョセフ彦と横浜の新聞展」は８５年２月２０日から
４月２４日まで開催され、ヒコの帰化記録、受洗証明書
などのアメリカでの資料のほか、横浜在留記録や長崎の
「外国人支那人名前調帳」など、日本での記録類が展示
された。展覧会についてはこの程度で抑えて、建言草案
の中身の検討に入ろう。
草案は「国体」と表題を示して３２カ条から成り立っ

ている （以降、国体草案と表記する）。
第１条で「日本六十余州之国法相建候勢は、大評定所

ニ在リ。此大評定所と申者三ケ所に別れ、第一ハ国司大
名詰所、第二ハ諸大名之詰所、第三ハ大百姓大町人之詰
所なり」と、大評定所が国法をつかさどる根本機関であ
ることをうたいあげた。
佐藤氏は「全３２カ条にわたる憲法草案である」とし

たうえで、要点を以下のように解説している。
、 、１８の国持ち大名からなる議院 御家門諸大名の議院

大百姓・町人の議院からなる３院制の議会、大君（世襲
） 、 。制 の行政府 司法機関のそれぞれの機構と権限を規定

徴税議案の発議権は百姓・町人の議院にあり、議会の議
決は、大君の拒否にあっても再議で３分の２以上の賛成

（『 』 ）国体草案 ヒコの生涯と新聞紙 より

ジョセフ・ヒコの幕末維新　井上脩身

115



があれば国法となる
（第９、第１０条 。）
政府官吏に厳正な規律
を課す（第１８、３２
条）一方、法官の身分

（ ） 、保障 １４条 のほか
信教、言論、集会の自
由、私有家屋の保障を

（ ）規定 第１９～２１条
している。

佐藤氏の解説の通り
ならば、混沌とした幕
末期にヒコは信教や言
論、集会の自由の保障
を提言していたことに
なる。私はこのような
民主的な要請は明治に

入って自由民権運動の中で生まれたと思っていた。幕末
期にこうした提言があったとことに私は驚く。ヒコの提
言は画期的というほかない。国体草案を丁寧に読んでみ
た。
佐藤氏の解説の関連条項は以下の通りである。

第１９
評定所二てハ宗旨之法立、又ハ宗旨を学ぶ者を指止る

法等ハ決而致す事無之候、乍併宗旨之中ニて争論等有之
節ハ、今まて通り寺社奉行ニて其所置を付け候事
第２０
万民ニ於てハ自由に説話いたし、又ハ新聞ニ書載候事

太平之世ニハ之を指留る事無之候、又は人民聚合致し候
ても之を指留る事不相成事、尤其聚合之訳ハ悲哀の事有

之候に付政府え嘆願致し候為めなり
第１９条は信教の自由の規定。アメリカで洗礼を受け

たヒコはキリスト教禁制の解禁を求めたのだ。第２０条
は言論、表現、集会の自由を明白に求めている。
佐藤氏はこの建言を「アメリカ合衆国憲法を下敷きと

し、合衆国憲法の各条項をそっくり、あるいは部分的に
翻訳したもの」とし、後で述べるようにその照応条項を
示したうえで、次のように指摘している。
国を州、大評議所を連邦議会、第一の詰所を上院、第

、 、 （ ） 、三の詰所を下院 詰所役人を議員 改役 頭役 を議長
、 、 （ ） 、国体を憲法 大君を大統領 日本 大君 政府を合衆国

勢いを権限、善悪を賛否などに置きかえると合衆国憲法
の各条文とほとんど同文になる。しかし、単なる模倣で
はなく、諸大名で構成される第二の議員、大君の規定、

、 、 、大名とその権限 大君と大名の関係 百姓・町人の選挙
被選挙資格などは全く新しい規定。

、 「 （ ）以上のように整理したうえで 佐藤氏は 本書 建言
は合衆国憲法に準拠し、その各条文に取捨選択を加えつ
つ、当時の国内事情を考慮して新たな規定条項を加えて
成分化したもの。合衆国憲法をモデルにしたことで価値
を少しも損なうものではないことは、我が国の憲法史や
明治前期の私擬憲法草案類の場合を想起すれば十分だろ
う」と高く評価した。
幕末期の国家構想として１８６７（慶応３）年１０月

の老中格松平乗謨の意見書、翌１１月の西周助（周）の
「議題草案」がある。とくに西草案について「おそらく
日本最初の日本憲法草案。日本の近代政治史上貴重な文
献」としてその評価は定着している。ヒコの建言は、そ
の奥書によればこれらの意見書や草案よりも２年も早
い。
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佐藤氏は建言について「詳細な国家権力の組織・運用
規定に加えて、百姓・町人の国政参加、人権保障の民主
主義的諸規定など、近代的先見性においてこれら（の意
見書や草案）をはるかにしのいでいた。今日的な意味で
の憲法概念として最初の憲法草案といえるだろう」とし
ている。

合衆国憲法と国体草案

前項で少し触れたが、佐藤氏は論文「ジョセフ・ヒコ
の日本改革建言草案」のなかで、ヒコの国体草案とアメ
リカ合衆国憲法の条項対照を表にまとめている。国体草
案第１条の第一の詰所は合衆国憲法第１条（連邦議会、
その権限）第３節、同第三の詰所は第２節といったぐあ
いだ 私は鈴木康彦氏の 注釈アメリカ合衆国憲法 国。 『 』（
際書院 を種本として 私なりに対照をこころみた 一） 、 。（
部はすでに述べた国体草案の条項と重複する。なお国体
草案は国体、合衆国憲法は憲法と略す）
【立法府】
国体１条 日本六十余州之国法相建候勢は、大評定所

ニ在リ。此大評定所と申者三ケ所に別れ第一ハ国司大名
詰所、第二ハ諸大名之詰所、第三ハ大百姓大町人之詰所
なり（憲法１条１節 この憲法によって付与されるすべ
ての立法権は、合衆国議会に属する。合衆国議会は上院
及び下院からなる）
国体１条第一の詰所 第一之詰所役人というふハ国司

十八大名なり、就而ハ銘々入札之時ニ札壱枚ツゝ壱人に
おゐて入へき勢ひ有べし、併此詰所之役目勤候大名ニ於
ハ年弐十才以上之人々ニ無之而は此組に入へからす（憲

法１条３節１項 合衆国上院は、各州が２名ずつ選出す
る上院議員で構成される。その任期は６年とする。各上
院議員は、１票の投票権を有する。同３項 何人も、３
０才に達しない者（略）は上院議員となることができな
い）
国体１条第三の詰所 第三之詰所之役人ハ、諸国の百

姓町人之内より撰、三年限リ交代為到 此役ニ被撰候も
のハ、智巧之ものにして廿五才以上より之人、又は其者
身分相応之者、百姓ハ持高三十石五十石以上、町人は身
上向千金以上にあら（ママ）ニあらされハ此重役撰みか
たし（憲法１条２節１項 下院は、各州の州民が２年毎
に選出する議員で組織される。各州の有権者は、その州
の複数の議会のうち、議員数の多い議会の選挙者となる
のに必要な資格を備えていなければならない。 同２項
何人も、２５才に達してない者（略）は、下院議員に

なることができない）
国体４条 以上三ケ所之重役ハ、年分極少ニ而も一度

は寄合、国々（カ）制度評議致べし（憲法１条４節２項
連邦議会は、少なくとも毎年１回集会する）
国体５条 銘々役所ニおゐて万事之事書認置、時々役

所之次第柄新聞ニ起し、可然ものに配當いたし為読為心
得候事（憲法１条５節３項 各院はそれぞれ議事録を作
成し、各院が秘密を要すると判断する部分を除いて、随
時これを公表しなければならない）
国体９条前段 年貢運上之取立之法ハ、町人百姓之詰

所より発言いたし規則を定める也、乍併弐ヶ所大名詰所
ニ於ても発言致す事有之、又は町人百姓之内より持出し
候書面改め直し、聢と法則となすへし（憲法１条７節１
項 歳入の徴収に関するすべての法案は、まず下院で発
議されなければならない。ただし、他の法案の場合と同
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様に、上院はこれに対し修正案を発議するか、または修
正条項をこれに加えて同意することができる）
国体９条後段 銘々法立之書面三ヶ所を通し候上大君

え入御覧、若大君御老中若年寄等へ改評義ニ及ひ別条無
之時ハ、御名前ニ御判被為遊、然して法となる、乍併大
君老中若年寄御相談之上にて其書面不都合無理之事共有
之候へは、其趣を認メ差出し御役所へ可差戻、就而ハ其
役所ニ於て右之謂れを記録え書留、猶又再評義ニ及ひ、
又三分の二之入札ニ落札いたし候へ共、其書面え大君之
書添を相添外役所え相廻し、外役所ニ而も右之通否無之
候得は、大君之判は無之とも国之法則と可相成（憲法１
条７節２項 下院および上院を通過した法案はすべて、
法律となる前に、合衆国大統領に提出されなければなら
ない。大統領が承認する時はこれに署名し、承認しない

、 。時は拒否理由を添えて これを発議した議院に返還する
その議院は、拒否理由の総てを議事録に記載し、法案を
再審議する。再審議の結果、その議院の３分の２がその
法案の通過に同意した場合は、法案は大統領の拒否理由
と共に他の議院に送付され、他の議院でも同様に再審議
する。そして再び３分の２をもって可決された場合に、
その法案は法律となる）
【行政府】
国体１３条 国を取扱候勢ハ皆々日本之大君に有之、

、 、就大君之家は代々相族候事 其代ハ替リ候共法ハ不可動
評定所より申立候通大君之上より取扱可申事、右評定所

、 、と云ふハ時々ニ公儀之膝下二おゐて寄合 万端国之為筋
又は法を拵ひ可申す事（憲法２条１節１項 行政権は、
アメリカ合衆国大統領に属する。大統領の任期は４年と
し、同一の任期で選任される副大統領と共に、以下の方
法で選挙される）

【司法】
国体１４条 日本政府の裁判の勢ハ第一の調所ニ於て

是あるへし、就てハ彼の調所ハ政府の膝下ニ立置、又ハ
其外小なる調所を建置候事ハ常二評定所ニ於て決断之上
是を建置候事 大小調所の役人、其勤向を実直二守リ候

、 、節ハ決而役替等無之候 就てハ夫々の扶持を頂戴すべし
又ハ此の役を勤るトキハ、扶持等減少「致」す事相なら
さる事（憲法３条１節 合衆国の司法権は、一つの最高
裁判所および連邦議会が随時制定、設置する下位裁判所
に属する。最高裁判所および下位裁判所の判事は、善行
を保持する限り、その職を保ち、またその役務に対し定
時に報酬を受ける。その額は在職中減額されない）
国体１５条 大君之政府え対し返逆（ママ）を企てる

事 但し、政府ニ向ひ兵を起し、又は大君の敵に従加勢
を致す事 反逆の罪に陥る時ハ、調所二於て自分白状致
し候歟、又ハ證人者二人又ハ其餘有之候て訴之候事、相
違有之候節ハ罪に陥る事決而不相成候事、返逆を致し候
者を罪に行ふ其法を立る勢ハ評定所に於て有之、乍併其
餘両親妻子或ハ親類に決而罪に落すへからす、只其身の
ミ其罪に行ふべし（憲法３条３節１項 合衆国に対する
反逆罪は、武力を用いて合衆国に戦端を開くこと、また
は合衆国の敵に援助と便宜を与えてこれに荷坦する行為
のみに限られる。何人も、同一の明白な犯行についての
２人の証人の証言があるか、又は公開の法廷における自
白に基づく場合を除いては、反逆罪について有罪判決を
受けることはない）
【改憲手続き】
国体１７条 三間（ママ）の評定所え出役する役人此

の国体を改正する評議をいたし候節、十八人中七人承知
致候得は、改正いたし候とも不苦候事（憲法５条 連邦

ジョセフ・ヒコの幕末維新　井上脩身

118



議会は、両院の３分の２が必要と判断したときは、この
憲法に対する修正を発議しなければならない。また、全
州の３分の２の州議会から請求があったときは、修正を
発議するための憲法会議を招集しなくてはならない 以）（
下略）
すでに触れたように国法１９、２０条は信教、表現、

集会の自由を保障した規定である。これは合衆国憲法の
修正１条の政教分離、信教の自由、言論・出版の自由、
集会の自由および請願権の規定をモデルとしている。
修正第１条は１７９１年１２月１５日、権利章典に基

、「 、 、づいて修正されたもので 連邦議会は 国教を樹立し
あるいは信教上の自由な行為を禁止する法律、または言
論あるいは出版の自由を制限し、または国民が平穏に集
会し、または苦痛の救済を求めるため政府に請願する権
利を制限する法律を制定してはならない」と規定。当初
は議会で制定された法律にのみ適用されていた。各州に
も適用されるようになったのは１９２５年（ギトロー対
ニューヨーク州事件）以降のことである。

四民平等の理念

ヒコの国体草案についての佐藤氏の評価はすでにふれ
たが、この草案については田中彰氏も自著『幕末維新史
の研究 （日本史学研究叢書）の中で 「ジョセフ・ヒコ』 、
の日本改革建言草案」を引用しつつ、独自の解釈を行っ
ている。
同書によれば ヒコが幕府に提出した 意見書 は 問、 「 」 「

答」＝１８６２（文久２）年▽「国体草案」＝１８６５
（慶応元）年▽「日本国益書案」＝１８６８（明治元）

「 」 （ ） 「 」年▽ 存寄書 ＝１８７１ 明治３ 年▽ 改革箇条書
＝同からなる。幕末期の資料である「問答」と「国体草
案」について田中氏の論考は以下の通りである。
「問答」は、ヒコが故郷の姫路藩主、酒井忠績が１８

６３年に老中に任じられた時、神奈川奉行を経て幕府に
提出されようとしたが、奉行から返却された。ヒコはこ
の問答の中で、
①開国によって交易盛んにすれば、国内の産物はしだ

いに増加し、２０～３０年のうちには「欧羅巴の英吉利
私（ヨーロッパのイギリス 「亜細亜の日本」といわれ）」
るようになるだろう。交易によって外国の金銀を日本に
集めることこそが「富国強兵の基 。」
②「勅命」より重いものは「道理」であり 「道理」、

を天下に示せばだれもがそれに従う。
③日本の国内では必ずしも一致しておらず（筆者注＝

ひとつにまとまっていないという意味 、外国と戦う要）
件は備わっていない。日本にとっての「良策」は 「各、
国の定約を固く守りなば何事ありても各国は政府に荷坦
する故、日本に背くもの有りても政府の危き事なし」で
あるから、先進国の「法度」を参考にし 「古例古格」、
に固執しないで「国法」を改め、開国のために種々の政
策を遂行すべし。
――の３点を主張した。
田中氏によると、ヒコのいわんとするところは、開国

への国策の転換であり、それを基礎として「富国強兵」
の実を挙げるべき、というもので、そこには攘夷の「勅
命」をこえた世界に通用する「道理」の上に立とうとす
るヒコの立場が鮮明に示されている、という。このうえ
で田中氏は「国体草案」について、ヒコの開国認識を前
提として立てられたものとみる。

ジョセフ・ヒコの幕末維新　井上脩身

119



田中氏はこの論文の中で 「国体草案」の各条項を解、
説しているが、佐藤論文と重複する点が多いので、ここ
では省略する。田中氏は３２条に及ぶ国体草案全体につ
いて「最大の特色はヒコの体験のなかにあったアメリカ
合衆国の憲法理解であり、この合衆国憲法を下敷きにし
ていること」としたうえで 「国家権力の組織や運用と、
いう一般的な規定のほかに、いわゆる庶民議院における
百姓・町人の国政参加（もとより３万人に一人という限
定がある）の機関が、大名の二つの議院と同等のレベル
で規定されている」ことを評価。ヒコの草案は合衆国憲
法をそのまま引き写したものでなく、彼なりにアレンジ
している 「大君」の存在を世襲制としているのはその。
ひとつの現れで 「大君」と「国 （大名・藩）との規定、 」
などは幕藩制の現実をふまえている」とみる。
さらに軍事指揮権は「大君」にあるものの、議会は明

らかに「大君 （政府）より優位に立っており、議員の」
不逮捕特権も認められている」と議会重視姿勢に注目。
さらに宗教や言論・出版・集会の自由などの基本的人権
条項が草案のなかにうたいこまれている点については
「 ヒコ以外の）他の国家構想の規定にはまったくみら（
れない。アメリカ合衆国憲法に依拠したヒコの草案の独
自性としてとらえることができる」という。
この草案の受け取りを幕府が拒否したことはすでにふ

れた。田中氏は「幕府の要路にとっては、彼らの発想を
はるかに超えた、まったく想像すらつかない草案として
この意見書を受けとめ、ヒコに差し戻したのだろう」と
推測している。
「百姓町民の詰所」で「年貢運上取り立ての法」につい
て審議という、農工商の者にも極めて高度な政治参加を
求めるヒコの建言は、幕府役人には驚天動地の発想だっ

ただろう。政治にかかわることができる者は、藩政治で
も上級武士に限られ、ほとんどの下級武士はそのらち外
に置かれていた。ましてや「百姓町民」は、たとえ豪農
であってもせいぜいが官僚機構の最末端に位置づけられ
るに過ぎなかった。こうした百姓町民を大名と対等の立
場に引き上げる、というのがヒコの提言である。士農工
商の四つの身分のうち農工商を士と同等に、という発想
は「四民平等」の理念にほかならない。
ヒコの国体草案は「大君」を世襲制としている。とい

うことは、幕藩体制が崩れるとは全く思ってもみなかっ
たことを示している。幕藩体制のなかで四民平等を、仮
に夢物語としても考えた者がいただろうか。私は中学校
の社会科の授業で、明治新政府の画期的な政策として版
籍奉還、廃藩置県、地租改正、四民平等とならった。ヒ
コの提言は身分制廃止への一石を投じようとしたものと
いえるのではないだろうか。
すでに何度もふれたように国体草案はアメリカ合衆国

憲法をモデルとし、ヒコなりにアレンジを加えてつくっ
たものだ。では、ヒコはアメリカの政治体制をどのよう
に理解していたのだろうか。
ヒコ自身がかいたものに『アメリカ彦蔵自伝 『開国』

逸史 アメリカ彦蔵自叙伝 、体験記として『彦蔵漂流』
記』がある。いずれも本シリーズで幾度か取り上げてき

、 『 』 。ているが 本稿で注目したいのは 漂流記餘話 である
１０ページ程度の短い文章だが、おもにアメリカで得た
知識を記しており、彼が何を学びどう認識したかを知る
うえで興味深い。ここではアメリカの政治体制をどうと
らえたかをみてみたい。
ヒコはアメリカ独立戦争に際して、後に大統領になる

ワシントン将軍はこう考えた、と以下のように記してい
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る。
戦争は（イギリス）国王の辛政に窮して蜂起したもの
、 。で 国民の心が一致することによって辛政をまぬがれた

人民が一致和親しておればどんな大敵もとるにたらな
い。国中が一致和親する法律で国を治めること以上によ
いことはない。国民に貴賤の隔てなくみな平等と定め、
禄位を世襲せず才能があって国民が従う者を選びそれぞ
れの役人とし、そのうちで最もすぐれた人物を大統領に
挙げるならば、諸民もその命令に従うだろう。しかし、

官位にいることが長ければおごりぜいたくする者も出て
くるから、在位は四年に限って位を退き、他の賢人を選
んで位につかせるべきである。
ヒコはこうした認識に立って政治、徴税、司法につい

て、次のように書き留めている。
１）アメリカにおいて人物を選ぶ方法は、３６カ国でそ
れぞれ国民が投票して国主（州知事）を選ぶ。これも４
カ年を期限として国事を裁断する。１国から２人を選ん
でセネターとし、ワシントン政府に参集、アメリカ全部

グラバー庭園のグラバーたち（ 写真発祥地の原風景／長崎』より）『
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にかかる国政、法度を評議して、大統領の決断をまつ。
大統領の判断で博識多才の５人を選び、セネターに相

談し、異存がなければその役を命じる。５人は大統領の
相談相手で、１海軍を司る、２陸軍を司る、３外国のこ
とを司る、４金銀の出入りを司る、５田畑山林を司る。
２）政府は税をもって収入とし、港ごとに奉行を置き税
を集め、山林、田畑、町年貢の類は国主（州知事）また
は奉行のもとに納め、政府に納めるものはワシントンに
納める。戦争のような大出費があれば金銀の代わりに紙
幣をもって通用に用い、平和になれば紙幣を税や年貢と
して納めて元にもどす。
３）公事訴訟は、その村その町で地面を所持し、才徳の

ある人物を投票で選んでおき、その者の裁判を受ける。
（ ） 、訴答 訴訟人と被告 ともに弁才のある人を代理に頼み

訴訟したり弁護することがある。
以上の記述のなかに「国民は平等」という考えがある

ことは極めて重要だ。これらの記述からみると、ヒコの
国体草案は、アメリカでの見聞や学習などによって、下
地ができていたのではないか。こうした見聞・知識があ
ればこそ合衆国憲法を学ぼうとしたと思われる。見聞→
合衆国憲法→国体草案へと思考が進んでいったと捉える
べきであろう。

グラバーと交流

ヒコが国体草案を幕府役人に提出したのは１８６５
（ ） 。 、慶応元 年５月であることはすでに触れた このころ
ヒコが横浜の居留地で発行した我が国初の邦字新聞『海
外新聞』もようやく軌道にのりかかったころだった。５
月１１日には第５号を発行している 『海外新聞』は翌。
年９月着の船便に基づく第２６号をもって廃刊。１０月
に居留地が火災に遭ったこともあって、１１月、長崎に
向かった。ここまでが前号までのヒコの軌跡だ。今号で
は長崎でのヒコの様子に迫りたい。
横浜の大火事でヒコがなすこともなく過ごしていたこ

ろ、長崎の友人 から、アメリカに帰ることになったF
ので商売をみてくれと言ってきた。長崎に向かう準備を
していると、幕府が雇い入れた蒸気船が長崎に出航する
ところだった。奉行所にかけあうと、長崎まで無料で乗
せてくれた。長崎に入港したのは１８６７年１月３日。
ヒコはＦから、隣国の諸大名が蒸気船や武器を手にい

大浦居留地の洋館群（ 写真発祥地の原風景／長崎』より）『
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れたがっていて、大名の役人が長崎の町になだれ込んで
来ている、と聞かされたと自伝に記している。とくに薩
摩と長州は艦船をしきりに買い入れるとともに、大量の
銃器を入手しているといわれていた。江戸から遠く、幕
府の監視の目が行きとどかないことがその背景にあるの
だ。こうした貿易の中心になっているのはトーマス・グ
ラバー。とくに薩摩との結びつきが強く、他の商人の入
りこむ余地はなかったという。
ヒコは大浦の居留地に住むことになった。２日後、フ

レイザーに連れられて大浦３番地のアメリカ名誉領事、
ワォルシュをたずねた。アメリカ国籍の者はその地の領

事に届ける決まりになっているためで、ジョセフ・ヒコ
、 。と登録され 居住地に居住することが正式に許可された

（吉村昭『アメリカ彦蔵』新潮文庫）
長崎にはイギリス人６６人、アメリカ人２６人、オラ

ンダ人３８人など２２４人の外国人が居留していた。Ｆ
の貿易の仕事を行うことで、外国の商人を多く知ること
になった。吉村氏は前掲書のなかで「商人たちは、ヒコ
が漂流してアメリカに行き、アメリカに帰化して神奈川
の領事館の通訳官であったことなども知っていた。ヒコ
を招いて、リンカーン大統領に会ったときの話を聞きた
がった」と書く。吉村氏の想像の通り、長崎の居留地で
もヒコの漂流とアメリカでの見聞は大いに興味をもたれ
ただろう。
１月２２日、佐賀藩の本野周蔵と名乗る藩士が訪ねて

来た。肥前公が外国の制度を聞きたいといっているので
佐賀まで来てくれないか、というのだ 「藩公は武器、。
船舶、戦争、文明が西洋ではどれだけ進歩しているかに
ついてできるだけ知識を得たがっている」と本野。ヒコ
は本野の申し出を快諾した。佐賀行きは実現しなかった
、 。が これを機にヒコは佐賀藩士と交流するようになった
４月１２日、 は長崎を離れて帰国の途についた。そF

のしばらく後のある日、グラバー商会と関係が深いＭと
いう６５歳の男性が訪ねてきて、以下のように語った。
長崎の港外にある高島炭坑は佐賀藩の所有地になって

いて、産出される石炭は東洋でも最優秀。高島ほどの所
は相当に金を出しも手に入らないだろう。動力ポンプを
６０００ドルで購入すれば、採炭量は３倍になると見込
まれる。
Ｍが言いたいのは「グラバーは高島炭坑を佐賀藩と共

同経営したいので、仲介をしてほしい」ということだっ

高島炭坑・北渓井坑『写真発祥地の原風景／長崎』より）
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た。その後、ヒ
コは佐賀藩の知
り合いを通じて
藩公の意向を確
かめ 「高島炭、
坑の経営につい
ては佐賀藩とグ
ラバー商会はそ
れぞれ２分の１
ずつ出資し、利
益は折半する。
佐賀藩の出資金
はグラバー商会
がすべて負担
し、利益が上が
ったときにグラ
バー商会に返金
する」ことで話
はまとまった。

佐賀藩は共同
経営を受け入
れ、ヒコの立ち
会いのもとで契

約が交わされた。共同経営にあたっては佐賀藩から数人
が役員となり、実質経営はグラバー商会があたることに
なった。日本人と外国人との間でできた我が国初の合弁
会社である。ヒコは炭坑の経営にもかかわり、グラバー
商会とも密接な関係をもつようになった。
高島炭坑はこうして近代的な経営によって操業される

ようになったが、やがてグラバーが生糸相場で失敗し、

１８７３年に国有化された後、三菱合資会社の手にわた
る。３０００人の労働者が酷使されて労働争議から暴動
に至る労働運動史上の問題に至るが、いうまでもなくこ
れは本稿の目的ではない。
話を戻す。長崎の貿易は実質上、グラバー商会を中心

に動いており、ヒコは自分の商社はグラバー商会傘下に
入るしかないと考えた。そしてグラバーが奉行所から借
りている居留地東山手１６番の洋館に移った （ アメリ。『
カ彦蔵 ）』
こうした折、木戸準一郎、伊藤俊輔と名乗る二人が訪

ねて来て、外国事情についていろいろと質問した。二人
が去ってから、番頭の庄次郎が「薩摩なまりがない。年
長の侍は長州の桂小五郎。顔をみたことがある」といっ
た。
ヒコにとって長州は思い出深い藩だ。１８６３（文久
） 、 、３ 年７月 ヒコが神奈川領事館の通訳をしているとき

アメリカの蒸気船ペンブロークが下関沖合で砲撃を受け
た。アメリカ公使が領事館に奉行を呼んで談判。ヒコが
通訳をした。奉行は「長州が独自に行ったことで、幕府
は何の関係もない」などと返答。奉行が去ったあと、公
使と領事らが相談し ワイオミング号を現地に送って 長、 （
州の船を）拿捕し、戦利品として横浜までもってくるの
がいい、との結論に達した。
領事からの命令でヒコはワイオミング号に乗り組む。

７月１６日、下関海峡の手前で停泊中の帆船２隻と蒸気
。 「 」 。船１隻を発見 艦長は 蒸気船をつかまえる と叫んだ

陸上の砲台はワイオミング号をねらっているようにうか
がえた。艦長はマストの先端にアメリカ国旗を掲げるよ
うに命じたが、陸上の相手は国旗に敬意を表すどころか
砲火は激しくなるばかり 「合戦準備 。艦長の命令がく。 」

桂小五郎（ 幕末明治新聞全集』より）『
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だり、６４ポンド砲が陸上の砲台に向けて火ぶたを切っ
た。
さらに長州側の３隻の船の真っただ中に乗り入れ、ダ

ールゲン砲２門から発砲。蒸気船のへさきを横切り、敵
に発砲を続けながら海峡に向かって前進。敵は船からも
砲台からもたゆまず砲撃を続けた。だが弾丸は命中しな
い。陸上砲台は海峡に向かって固定されていて、弾丸が
艦の上を飛び越えていくのだ。ヒコは生きたここちもし
ない。
敵の蒸気船は藩公の家紋のある幕が張られており、高

官が何人か乗っているようにみえた。この蒸気船が港の
方に逃げようとした瞬間、ダールゲン砲が発射され、大
量の蒸気がデッキから噴き出すのが見えた。敵の乗組員
たちは海に飛び込んで逃げた。船は一回転して１、２分
で海中に没した。水夫たちは「フレー、フレー」と大声
で三唱した。

、 、 、この戦闘で六つの砲台 大型帆船１隻 小型帆船１隻
蒸気船１隻とわたりあい、１時間足らずの間に全部の砲
台を沈黙させ、小型帆船と蒸気船を沈没させた。味方は
弾丸５３発を撃ち、長州側は１３０発を発射した。味方
の兵５人が死亡、７人が負傷した。７月１７日、豊後水
道で停止し、乗組員が全員集合して死者を海に葬った。
横浜に戻ったのは７月２０日。
以上は『アメリカ彦蔵自伝』の合戦描写だ。ヒコが直

接その場にいただけに、記述が生々しい。非戦闘員であ
るヒコにとって忘れられない体験であったのはまぎれも
ない。
桂小五郎が長崎でヒコに会ったのは３４歳のとき。す

でに木戸孝允と名乗っていた。以降、木戸（ときに木戸
孝允）と表記する。ヒコが木戸に下関の砲撃のことを語

ったという記録はない。だが、木戸と会ったとき、強烈
な体験が頭をよぎったにちがいない。

木戸らはヒコに 「幕府が政権をとっているのは不当、
だ。長州は政権が朝廷に復するよう戦っている。その立
場を外国人にも理解してもらえるよう、力を貸してほし
い」といった意味のことを述べた。
木戸らはヒコのところに何度もやってきた。そして長

州藩の貿易の特別代理人になってほしいと懇願した。ヒ
コが承諾すると、
「本日、アメリカ市民Ｊ・ヒコ氏を任用し、長崎港にお
ける藩公の特別代理人として勤務させることを約する」
という趣旨の書面を手渡した。書面には木戸準一郎、林
宇一の署名があった。林は伊藤の変名だ。

洋式軍艦の建造見学

幕末から明治維新にかけて、この国をリードした薩摩
の西郷隆盛、大久保利通とならぶ三傑の一人、長州の木
戸孝允。木戸が長崎でヒコと会うまでの前半生を概観し
ておきたい。
木戸は１８３３（天保４）年、藩医、和田昌景の長男

として生まれ、７歳のとき家向かいの桂家の末期養子に
なる。長じて江戸の三大道場のひとつ神道無念流斎藤弥
九郎道場に入門、免許皆伝を得て塾頭を務める。司馬遼

『 』 、太郎の 竜馬がゆく では北辰一刀流千葉貞吉道場塾頭
坂本竜馬と試合をし、竜馬がツキで勝ったことになって

。 「 、いる 司馬は 坂本竜馬と桂小五郎との試合については
残っている記録が多い」とまで書いているが、竜馬はそ
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の前日に土佐に帰った、との説もある。いずれにせよ、
木戸が坂本竜馬と並ぶ剣豪であったことはまぎれもな
い。
木戸は竜馬同様、ペリーの来航に強く刺激された。ペ

リーが再来航（１８５４年）したさい、師匠の斎藤弥九
郎を介して伊豆代官、江川英龍に実地見学を申し入れ、
江川の付き人としてペリー艦隊を見学。木戸は兵学家で

、 、 。もある江川から西洋兵学 小銃術 砲台築造術を学んだ
こうしたなか、木戸は洋式軍艦の建造を直接目にする機
会を得た。
１８５４（嘉永７）年、ロシア大使、プチャーチン一

行が日露和親条約締結のため、ディアナ号で下田港に入
港したさい、大津波に見舞われて少なからず損傷した。
この修理のため西伊豆の戸田港に向かったところ、沖合

で沈没。戸田で代わりの船を建造することになった。洋
式船の建造知識や経験が日本側にないため、大使に同行
していた海軍大尉モジャイスキーが設計。幕府は江川に
命じて造船資材を調達させ、伊豆の船大工ら４０人が建
造にかかわった。
この建造に水戸藩が関心を示し、鱸半兵衛が蘭学者や

船大工を連れてやってきたほか、佐賀藩からは１０人が
見学。また浦賀奉行所与力、中島三郎助も足を運んで来
た。
船はスクーナー型と呼ばれるもので翌年に完成。長さ

２５メートル、２本マスト。長さ１９メートルの竜骨を
基本構造としており、我が国で造られた初の洋式船だ。
この船は戸田港にちなんで「ヘダ号」と名づけられ、ロ
シア兵４９人が乗り組んで戸田を出港、アムール川河口
のニコライフスクまで航海した。
幕府はこの造船経験を重視し、ヘダ号と同型船を１８

５５年までに６隻建造。戸田があるところが君沢郡であ
ることから「君沢型」と呼ばれた。会津と長州に各２隻
が貸し出され、残る２隻が幕府用となった （尾形征己。
『日本とロシアの交流――下田・戸田・富士からはじま
った――』下田開国博物館刊）

大江志乃『木戸孝允 （中公新書）によると、プチャ』
ーチンが戸田号の完成を待ち切れずに帰国して後に同船
が完成したさい、木戸は戸田に出向いて操縦の実況を視
察した。病気のためいったん萩に帰ったあと、造船技術
を学ぶため浦賀におもむき、中島三郎助に教えを請うて
いたのだ。中島はのちに幕府の軍艦操練教授、軍艦頭取
になるほどに軍艦操縦法にたけていた。
木戸はこの時のことを獄中の吉田松陰に次のように書

き送っている（前掲書 。）

長崎時代のヒコ（右端、傘をもつのが木戸、左端は伊藤）
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今から天下の情勢を探索し、教えのように海陸の備を
一人から練り立てる事を精窮したいと存じます （略）。
軍艦の内命も蒙り、すでに大工らも僕の願いどおりに差
出してくれましたので、まず浦賀に至り、大工もいちい
ち彼の製造場に入り込ませ、僕は中島の若党となってで
も製造場への出入りを自由にし、彼らを鼓舞し、なにと
ぞいちいち呑込むようにしたいと存じています。そして
僕はそのひまに海軍練兵規則などを呑込むつもりです。
木戸は中島からの教えを受けて藩にスクーナー船の建

、 （ ）造を建言 長州藩はこの意見を入れて１８５６ 安政３
年、建造に着手し同年１２月に進水式を行った。工費は
４０００両。船は丙辰丸と名づけられた。長さ２７メー
トル、４７トン、大砲３門が据え付けられた。
１８６０（万延元）年、江戸への練習航海で品川沖に

停泊していた丙辰丸内で、長州側の木戸や松島剛蔵、水
戸藩側の西丸帯刀らが会合し、密約を交わした。両藩が
提携して急速に藩政改革を行うというもので、水戸が
「破 （現体制の破壊 、長州が「成 （改革を成し遂げ」 ） 」
る）と、役割分担を決めた 「丙辰丸の盟約」と呼ばれ。

、『 』（ ） 、ているが 醒めた炎――木戸孝允 中公文庫 の著者
村松剛は「西丸の記憶違いで実際には有備館（長州藩の
桜田藩邸の道場）の舎長室」としている。
国元では直目付、長井雅楽が「国是遠略は天朝から出

て、幕府がこれを実行する （航海遠略説）との公武周」
旋策を打ち出し、公武合体派を後押しした。これに対し
木戸が中心になって公武合体策を否定し、藩政を攘夷奉
勅方針に変えることに成功。木戸が右筆、政務座副役、
学習院用掛と、藩政の中枢にかけ上がるにしたがい、長
州藩は京都で尊王攘夷の主役になった （松尾正人『木。
戸孝允』吉川弘文館）

かつて留学を希望したこともある木戸の後ろ盾もあっ
て１８６３年、井上聞多（馨 、伊藤俊輔（博文 、山尾） ）
庸三、井上勝、遠藤勤助の５人が藩の公費で秘密裏にイ
ギリスに留学した。この年５月、久坂玄瑞らが率いる長
州軍が関門海峡で通過中の外国艦船を攘夷戦として砲撃
を開始。破約攘夷がなるはずはなく、幕府が英米仏蘭の
４カ国に賠償金を支払うことで決着した。
１８６４（元治元）年、長州先遣隊が蛤門付近で会津

兵と武力衝突（蛤御門の変）したことから木戸は京都市
中に潜んだ後、長州藩士の残党狩りが厳しくなったため
但馬の出石で潜伏。幕府は第一次長州征伐戦争をしかけ
た。この報で伊藤俊輔と井上聞多は急ぎ帰国 「幕府へ。
の恭順」を掲げて藩政を牛耳った俗論派に対して高杉晋
作ら尊攘派（正義派）によるクーデターが成功し、木戸
は帰藩することができた。
１８６６（慶応２）年、坂本竜馬らのあっせんによっ

て木戸は西郷隆盛、大久保利通、小松帯刀らとたびたび
会談し、薩長同盟が成立。幕府は第二次長州征伐（四境
戦争）を目論んでおり、長州側は薩摩名義でイギリスか
ら武器、軍艦を購入することとなった。こうした折に木
戸はヒコの名を聞き知った。

合衆国憲法に関心

ヒコと木戸の出会いはどのようなものだったのだろう
か。すでに一部ふれているが 『アメリカ彦蔵自伝』か、
らその様子をここで表しておく。

、 。６月のある日の朝 二人の役人が私の会社をたずねた
二人は木戸準一郎と伊藤俊輔と名乗り、薩摩から来た役
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人だと言った。二人は直ちに海外事情について質問をは
じめた。ことにイギリスとアメリカ、および両国の制度
や政府などの生い立ちについて質問した。私は力の及ぶ
限り二人に答えてやった。年長の方（木戸）はアメリカ
合衆国憲法について大いに興味をおぼえたと自ら語り、
――まったく耳新しいことだと言った。
私は二人の質問に腹蔵なく答えたので、両人とも大い

に喜び、親しさを感じるようになったらしい。しかし私
には、二人が自分たちの身の上について打ち明ける気持
ちがまったくない、ということが分かった。
不思議なことは、薩摩の役人だと名乗りながら、両人

に薩摩なまりのかけらもないことだ。番頭は「年長の方
は桂小五郎といって、長州のサムライです。私が米商人
で景気がよかったころ、商用で何度も長州に行きました
が、そのころ桂氏とよく下関で一緒になり、碁をやった
り、歌を作ったりしたものです」と言った。
数日たってのち、二人はまたやって来た。私が昼食を

すすめると、二人は招待に応じた。木戸の方を向いて、
あなたは桂とおっしゃる方ではありませんかと聞いた。
「ご承知のとおり」と木戸は言う 「われわれはひどく。
誤解され、曲解され、別に逆賊の名に値するようなこと
は一つもしてないのに、将軍の政府から逆賊として扱わ
れています。こうした事情のため、われわれは取引で長
崎へ来るときは、いつも薩摩の名前をかりるのです」
こうして正体をあらわしてからは、両人はずっと気軽

になって長崎訪問の真の目的について語り始めた。話が
日本帝国の昔の歴史のことになり、だいぶ長く話しこん
でから、木戸はさらに話を進めた。
「この国の本当の君主であり支配者たる者はミカドなの
です。いっぽう将軍はどうかというと、自分で大君（タ

イクン）と称していますが、将軍家の先祖がおよそ２５
０年前に横領した権力を、今日も揮っているに過ぎませ
ん。徳川家はその横領した権力を行使しつづけ、今日で
は将軍自ら『タイクン』と称し、ミカドの裁可も得ずに
自分の名前で諸外国と条約を締結するようにまでなって
しまいました。しかし世界の進歩によって時代は変わり
ました。われわれの主君たる長州が、いやわれわれ自身
も願うところは、統治の権力をわれわれの真に正当な君
主たるミカドに返還し、徳川は征夷大将軍の職を退かね
ばならないということなのです。これが実現すれば帝国
は平和になり、外国との交際ももっと自由に、もっと親
密になることでしょう。しかし国内に二人の支配者がい
る限り、いつまでも不和や紛争の絶えることがないでし
ょう。――ちょうど一軒の家に主人が二人いるようなも
のです」
彼は、外国人にはわが国の歴史を十分わかっていなの

だから、ミカド側の運動を促進するのに力を貸していた
だきたい、と私（ヒコ）に頼んだ。
自伝ではこの４カ月後の１０月に木戸と伊藤の二人が

訪ねてきて、すでに述べたように長州公の代理人となる
よう依頼する。くどくなるのでここでは省略する。
木戸に関してさまざまな本が刊行されているが、木戸

の考えがこれほどわかりやすく記述されているのは他に
ないだろう。煎じつめれば 「真の君主はミカドである、
にもかかわらず、徳川幕府は政権を横領し続けている。
国の平和と外国との交際のためにミカドに返還させるた
めの戦いをしている」ということだ。ここには「尊王・
倒幕・開国」という木戸の考え方が凝縮されている。
ここで注目したいのは木戸がアメリカ合衆国憲法につ

いて大いに興味をおぼえたことだ 『醒めた炎』は、ア。
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メリカの政
治制度につ
いてジョセ
フ・ヒコか
ら説明を聞
いた木戸は
「――その
ような制度
は夢にも思
いつかなか
った」と薩
摩なまりを
わざとまじ

えながら、嘆息した、と想像たくましく表している。ヒ
コが初対面の木戸に熱心にアメ合衆国憲法について述べ
たことは、木戸の反応からみて明らかだ。同憲法のどの
部分について触れたのかについては何ら書かれていな
い。木戸と伊藤の「イギリスとアメリカ、および両国の
制度や政府などの生い立ちについて質問」への答えであ
ることから推測するしかない。
制度や政府とあることから大統領制や議会制を中心と

した民主的制度を指すのだろう。
「合衆国議会は上院および下院からなる （合衆国憲法」
１条１節）
「下院は、各州の州民が２年毎に選出する議員で組織さ
れる （１条２節１項）」
「上院は、各州が２名ずつ選出する上院議員で組織され
る （１条３節１項）」
「連邦議会は、少なくとも毎年１回集会する （１条４」
節２項）

「行政権は大統領に属する。大統領の任期は 年とし、4
選挙される （２条１節１項）」
「大統領は陸海軍の最高司令官 （２条２節１項）」
「大統領は、上院の助言と同意を得て、条約を締結する
権限を持つ （２条２節２項）」
「司法権は最高裁判所および下位裁判所に属する （３」
条１節）
以上のような立法、行政、司法の基本条項について語

り、その根本構造は「三権分立」であると説明したと思
われる。
さらに信教の自由、言論・出版の自由、集会の自由と

請願権（修正１条）についても語ったかもしれない。
本稿ではヒコが国体草案を中心とする建言について詳

細に述べた。これらの建言は幕府には一顧だにされず、
ヒコが幕府に不満をいだいていたことも触れた。木戸は
その幕府を倒すというのである。合衆国憲法を語ったヒ
コが自らの国体草案についても熱弁をふるった可能性は
高い 「第三ハ大百姓大町人之詰所なり」という百姓町。
人の議院の提唱。木戸が聞いたなら仰天したはずだ。

船中八策と五箇条の誓文

木戸孝允がヒコをどう評価していたかを推測できる史
料がある 『幕末維新史の研究』によると慶応３（１８。
６７）年９月４日付の木戸が坂本竜馬に宛てた手紙には
「大外向之都合も何卒其御元ひこなどゝ極内得と被仰談
置、諸事御手筈専要に是また奉存候。実に大外向之よし
あしは必芝居の成否盛衰に訖度相かゝわり候」とある。
ここにある「芝居」は、木戸が画策していた倒幕計画を

五箇条の誓文（国立公文書館蔵）
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指すとされている。同書の著者、田中彰氏は「ひこ」は
木戸や坂本と交流があったジョセフ・ヒコと推測できる
としたうえで 「竜馬とヒコはすでに相識る間柄であっ、
た。彼らの計画の遂行に重要な関わりをもつ対外問題に
ついて、極秘裏に竜馬とヒコが十分打ち合せておいてほ
しい、というのが木戸の意向だった」と解説している。
では、竜馬はヒコといつ会ったのだろうか。
竜馬は、自ら指揮する海援隊が借りていた土佐藩のい

ろは丸と紀州藩の明光丸が瀬戸内海で正面衝突したいろ
は丸事件で、紀州藩との交渉のため長崎に出向いた。長
崎到着は慶応３年５月１３日。翌１４日、竜馬とヒコが
会ったことを、同席していた肥後藩士、荘村助右衛門が
報告した文書が残っている。それによると、ヒコは「度
々公辺へ建言致」したが「此処ニ着眼之人物無之候」と

（ ）。 、述べたという 前掲書 国体草案などの建言をしたが
、 。幕府にはこれに着眼できる者がなかった と嘆いたのだ

竜馬は国体草案についてヒコから聞かされたに違いな
い。
竜馬が有名な「船中八策」をまとめたのは、いろは丸

事件が片付き長崎から京都に向かう船中といわれてい
る。八策は以下の通り。
１、天下ノ政権ヲ朝廷ニ奉還セシメ、政令宜シク朝廷ヨ
リ出ツベキ事
、 、 、１ 上下議政局ヲ設ケ 議員ヲ置キテ万機ヲ参賛セシメ

万機宜シク公議ニ決スベキ事
１、有財ノ公卿諸侯及ビ天下ノ人材ヲ顧問ニ備ヘ官爵ヲ
賜ヒ、宜シク従来有名無実ノ官ヲ除クベキ事
１、外国ノ交際広ク公議ヲ採リ、新ニ至当ノ規約ヲ立ツ
ベキ事
１、古来ノ律令ヲ折衷シ、新ニ無窮ノ大典ヲ選定スベキ

事
１、海軍宜ク拡張スベキ事
１、御親兵ヲ置キ、帝都ヲ守備セシムベキ事
１、金銀物貨宜ク外国ト平均ノ法ヲ設クベキ事

（ ）ヒコ研究家の近盛晴嘉氏は八策の第２条 上下議政局
をとらえて 「竜馬の船中八策の議院制はジョセフ・ヒ、
コから学んだ」とみる。これに対し 『幕末維新史の研、
究』を著した田中氏は①国体草案の大評定所と八策の上
下議政局は相通じるものがあるが、他の国家構想にも共
通している②国際関係の法的確立に関する竜馬の綱領は
ヒコの草案の集約とはいいがたい③八策の海軍力拡張、
貨幣制度の確立については、ヒコの草案では個々の細か
な問題しかふれていない④ヒコの人権規定は八策には片
鱗もない――などから、八策と国体草案との間に「一部
に発想の共通性は認めるものの、その直接的な関係につ
いてはなお慎重な史料的検討が必要」と、どちらかとい
えば消極的な見解だ。
常識的に考えても、竜馬がヒコから話を聞き、そのま

ま船中八策にまとめたとは思えない。
むしろ私が注目したいのは佐々木克『坂本竜馬とその
』（ ） 、 （ ）時代 河出書房新社 の 八策の第５条 無窮の大典

について「後の憲法のようなものを考えているのではな
。 」いか まだ憲法という言葉も使われていない時代である

という記述だ。本稿でヒコの「国体草案」は我が国初の
憲法草案であり、それはアメリカ合衆国憲法を下敷きに
してヒコなりにアレンジしたものと述べた。竜馬はアメ
リカの大統領は選挙で選ばれることは知っていた。そう
した制度を取りきめた憲法というものがあることをヒコ
から聞いたのではないだろうか。
船中八策はその第１条で大政奉還がうたいあげ、幕末
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史に異彩を放っているが、第５条の分析研究が十分に行
われてこなかったように思う。
木戸から竜馬へと大きくそれてしまった。木戸とヒコ

の関係に話を戻したい。
竜馬らの陰の尽力で大政奉還がなったとき、木戸はヒ

コに書簡を送り 「大君も其職を替られ」と速報 「日本、 、
と外国とも真実の和親も相ととのひ、日本人の折合もよ
ろしく相成可申と相楽み申し候。何卒乍此上、陰となり
日なたとなり、日本の御為めに御尽力奉祈候」と、ヒコ
に日本と外国との架け橋になるよう依頼している。
大政奉還の後、戊辰戦争を経て、一気に明治維新へと

時代は動く。こうしたなか、福井藩士で新政府参与の三
岡（由利）八郎が起草した政策綱領五箇条が木戸の手元
に届けられた（ 醒めた炎 。その冒頭は「庶民志を遂『 』）
げ人心を倦まざらしむるを欲す 。三岡の師、横井小楠」
の思想の反映だろう、とは筆者の村松剛。第５条は「万
機公論に決し私に論するなかれ 。松尾正人氏の『木戸」
孝允』によると、この５箇条はやはり新政府参与、福岡
孝弟が修正を加え、さらに木戸が攘夷の否定と開国和親
を求めて 「旧来の陋習を破り宇内の通義に従うべし」、
を加えた。さらに修正がなされ、最後に第１条の「列公

会議」が書き改められ、以下のような五箇条の誓文とな
った。
１、広ク会議ヲ興シ万機公論ニ決スベシ
１、上下心ヲ一ニシテ盛ニ経綸ヲ行フベシ
１、官武一途庶民ニ至ル迄各其志ヲ遂ケ人心ヲシテ倦マ
サラシメン事ヲ要ス
１、旧来ノ陋習ヲ破リ天地ノ公道ニ基クヘシ
１、智識ヲ世界ニ求メ大ニ皇基ヲ振起すへし

佐々木克氏は『幕末史 （ちくま新書）のなかで以下』
のように解説している。１条は王政復古の大令でも強調
された、公議・公論の原則をあらためてかかげたもの。
２条と３条は、その阻害要因となっている溝をとり除く
ことを求め、挙国一致の体制で国家建設をすすめること
を要求。４条で身分制社会のもろもろの慣習を打破し、
意識変革をとげて国家の政治にたずさわることを求め
た。

佐々木氏がここで示した王政復古の大令というのは
「王政復古の大号令」と呼ばれる新政府の成立宣言だ。
「 、 （ ） 、総裁議定参与之三職ヲ置レ 万機可被為行 略 搢紳

、 、 、 」（ 、武弁 堂上 地下ノ別ナク 至当ノ公議ヲ竭シ 総裁
、 、 。議定 参与の政府三職を置いて 万機の政務をおこなう

身分と官位の高い貴人、武家、公家、庶民の区別なく、
公平な議論を尽くす＝口語訳は前掲書より）

条の「広く会議をおこし」は議会制度を念頭に置い1
ているとみることができる。王政復古の大令の「公議」
と併せ考えてみよう。
廃藩置県への動きを進めるため、１８７１（明治３）

年７月、木戸の要請で制度調査会議が開かれた。メンバ
ーは木戸（参議）のほか、三条実美（右大臣 、岩倉具）
視（大納言 、西郷隆盛（参議 、大久保利通（大蔵卿）） ）

『醒めた炎』全４巻の表紙
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、 。 、ら 政府の中心メンバーやブレーン１７人 議題は会議
定律、国法など。現代的な言葉に換えると会議は国会、
定律は国家の基本法、国法は憲法（前掲書 「木戸はこ）。
の会議で憲法や議会のような、国家の根本について議論
し、策定することを考えていたようだ」と佐々木氏はみ
る。だが「木戸の主張は正論だが、準備の時間がなく」
（佐々木氏 、会議は流れてしまった。）
おそらく木戸はヒコの国体草案かアメリカ合衆国憲法

が頭にあったのだろう。ただ、決定的に異なるのは、王
政復古という天皇中心体制、もしくは天皇親政体制のな
かでの憲法である。国体草案にある百姓町人の議院は木
戸にとって発想外であった。というより、とても受け入

。 、れられるものでなかった 百姓・町人の出であるヒコと
武士という特権階級にいた木戸との決定的な違いであ
る。結局、薩長を中心とする革命政権は百姓・町人の議
院をつくるどころか、彼らを踏み台に富国強兵政策を進
めることになる。

民衆啓蒙の新聞発行

１８７０（明治３）年暮れ、木戸は外遊中の品川弥次
郎に宛てて手紙をかいた。新政府の役人の頑迷さを嘆き
「人民あっての政府たるを悟らず嘆息しごく」としたた
め、開化の推進のためには民衆啓蒙のための情報機関が

、「 、必要であることを力説 一の新聞局をあひ開かせたく
内國のことはもとより外國のこともことごとくわが人民
の心得にあひなり候やうのことはすべて記載させ、遍國
遍藩にいたるまで流布つかまつり候やういたし候へば、
自然と人民誘導の一端ともあひなり申すべく候」と、新

聞発行への決意を語った（ 醒めた炎 。『 』）
『海外新聞』を出したヒコの影響をなにがしか受けての
発想に相違なかった 『幕末明治新聞全集』は、その解。
説欄で「 木戸が出そうとする）新聞が実際には政府が（
指導せざるを得ないといいつつも、なお政府機関とみら
れることを気遣って、民間人経営の形をとらせようとし
たあたり、用意周到といわねばならない。多少は政府の
施策の批判も許した方がよいといっている点、完全な言
論の自由と言い難いけれど、当時としては進んだ考えで

」 。あったといってよいであろう と一定の評価をしている
木戸は長州藩の蔵版局知事をつとめていた山縣篤蔵を萩
から呼び寄せ、５００円の包みを二つ渡して「これで新
聞をやれ」と命じ（ 醒めた炎 『新聞雑誌』は１８７『 』）、
１（明治４）年５月に創刊された。
『幕末明治新聞全集』によると、和半紙二つ折り１６ペ
ージ。表紙には「新聞雑誌」の表題や号数、その裏面に
発行趣旨を述べた緒言、裏表紙に記事募集の社告などを
掲載。発行はおおむね月３～５回、１８８４（明治７）
年の廃刊まで３５７号が発行された。創刊号の印刷部数
は１３４００部。第３号では３万部が刷られた。
緒言には「官許ヲ受ケテ新聞局ヲ開キ 太政ヲ始メ諸

府県ノ変革又ハ里港ノ些事外国ノ異聞マデ見聞ニ随イ刊
行スルハ我 日本国中ノ人人ト新知ヲ開くノ楽ヲ同シ」
と、新聞によって人びとが新しい知識を得ることをうた
いあげた （興津要『明治新聞事始め―[文明開化]のジ。
ャーナリズム』大修館書店）
記事の内容をみてみよう。
創刊号には「二月中皇太后ノ宮東京城内吹上ノ御苑ニ

於テ親ク蠺（カイコ）ヲ養ヒ玉ハントノ御事 「外国人」
ノ説ニ日本人ハ性質総テ智巧ナルモ根気甚乏シ。是肉食
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セザルニ因レ
リ。然し老成
ノ者今俄（ニ
ワカニ）肉食
シタレバトテ
急ニ其驗（シ
ルシ）アルニ
モ非ズ。小児
（コドモ）ノ
内ヨリ牛乳ヲ
以テ養ヒ立テ
ナハ自然根気
ヲ増シ身体モ
（ ）随 シタガッ

テ強健ナルベ
シ」といった
皇室のニュー
スや庶民の健
康に関する記

。事がみられる
「海外留学生
ヨリ贈レル書
中ニ、佛国ニ

テ内乱鎮静ノ後共和政治ノ政体ヲ樹立 （１９号 。ここ」 ）
にある海外留学生は品川を指すのだろう。品川は木戸か
らの手紙を受け取った後、外国のニュースを集めるよう
心がけていた（ 幕末明治新聞全集 ）のだ。『 』
３９号に「義婦多数の徒が集合しての建言」という注

目に値する記事がある 「米国華盛遁（ワシントン）か。
らの書簡」の内容を紹介したもので 「議員は衆人の代、

人（かわり）である。この議員を選挙するのに婦人を関
しないの理はない。というのは議員の中に愚物と目され
る者が数々ある。この愚物がでるゆえんは、婦人選挙に
関しないため。男子を見るに婦人にしくはなし。元来人
というものは、男女によって天禀の知愚賢不肖はなし。
人の愚は学ぶ、学ばざるによる」
「外国人に対しては恨を含むことがあっても、なるべく
堪忍いたし、やむを得ない場合は土地の役所へ訴えたて
静に筋合をいたせ。急怒に堪えざる事でも決して外国人
を殺害するな （４９号 。開化を急ぐ新政府の外国人へ」 ）
の気の遣いかたがうかがえる記事だ。
５９号には「アメリカの大統領グラントは人望背いて

当年の選挙でその地位を奪われた」とある。木戸は後述
するように、実際にグラント批判の新聞報道に接するこ
とになる。
すでに触れたように『新聞雑誌』は３５７号で廃刊に

なった。山縣篤蔵が木戸に「各新聞も日に増し、盛大に
相成り、殊に日報（東京日日新聞）初跋扈之勢」などと
つづった手紙を送っており、東京日日、新聞報知などに
圧倒されて、経営が成り立たなくなったのが廃刊に踏み
切った理由のようだ。
『新聞雑誌』が創刊された年の１２月２２日、岩倉使節
団一行５０人が乗り込んだアメリカ丸が横浜港をサンフ
ランシスコに向けて出航した。各国との間の不平等条約
を撤廃し、平等な条約に結び直そうというもので、全権
大使は岩倉具視、副使には大久保利通、伊藤博文らとと

1もに木戸孝允が選ばれた。一行は欧米諸国１０カ国を
年９カ月もかけて視察した。木戸は途中、召喚命令をう
けて８カ月後に帰国したが、ワシントンで国会議事堂を
訪ねたさいには、下院議長と使節との意見交換などでア

『新聞雑誌』の表紙（ 幕末明治新聞全集』より）『
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メリカの政治制度を学んだ。さらにホワイトハウスでグ
ラント大統領から招待されて各長官たちと懇親するな
ど、ヒコの足跡をもなぞった。
一行が欧米列強の近代産業を直接目にして圧倒された

のはいうまでもない。もちろん木戸もその一人だが、彼
が見聞したものを書きだせば紙数がいくらあっても足ら
ない。ここでは、久米邦武編著『米欧回覧実記・アメリ
カ編 （慶応義塾大学出版会）と宮永孝『白い崖の国を』
たずねて――岩倉使節団の旅・木戸孝允のみたイギリ
ス （集英社）から、新聞というものにどう触れたかに』
絞りたい。
ワシントンでは議事堂のそばの印刷局を訪ねた。４階

建ての建物の最上階に活字印刷機械が据えられていて、
蒸気機関で動いていた。アメリカではワシントンによる
建国以来、全国すべてで安価に書籍が買えるシステムが
作り上げられており、学問は民衆にまで普及していた。
コロンビア特別区でも印刷会社、新聞社の資本は８０余
万ドルに達している――といった知識を得る。
上院の元老であるマサチューセッツ州のサムナー議院

が、グラントが大統領に不適であると国会で逐条的に５
時間も論じたところ、その論旨がすぐに新聞に掲載され
た。サムナー氏自身、この論を数万部印刷して各地に配
布した。
イギリス・エディンバラでは生徒１３００人ほどの学

校を訪ねた後、スコッチメンといいう新聞社におもむい
た。新聞が１分間に２００枚ほど刷られるのを木戸は興
味深く見学した。
こうして、欧米の新聞事情をたとえ表面に過ぎないと

しても見聞した木戸にとって 『新聞雑誌』の廃刊は残、
念であっただろう 「開化推進のための民衆啓蒙」とい。

う新聞発行の目的に達したかとなると、木戸自身忸怩た
る思いだったに相違ない。
松尾正人氏の『木戸孝允』によると、ワシントンに着

いた翌日、使節団のなかで兵部と文部を担当した木戸は
「根本律法」の調査を企画した 「五箇条の誓文」を踏。
まえ、新たな「確乎の根本」になる律法の制定が急務と
考えたのだ。米国留学生の三等書記官、畠山義成（杉浦
弘蔵）から「米国の憲法対訳」の研究を勧められ、畠山
が旅宿で米国憲法の翻訳を行ったさいに木戸も加わっ
た。木戸はドイツに滞在中の青木周蔵にドイツ憲法の事
前調査を依頼。さらにイギリスでは「英国政体の書」の
研究を試みた。イギリスの政治の原点に、国民が一体と

、 。なり 財産権と立法権を守っていく姿勢を学んだという
フランスでも仏国政事書の研究を進め、ドイツでは、青
木の案内で帝国憲法制定に影響を与えたルドルフ・グナ
イスト博士を訪ねた。
こうして米欧諸国を回覧中に調査・研究した憲法につ

いて、帰国後、その制定を求める建言書を政府に提出し
た。

木戸は 「君民同治の憲法」の目標を掲げながら、現、
段階の急務は五箇条誓文に条例を増加して「典則」を設
けて弊害がないように補う。人民を教育してゆるやかに
品位が上がるようにし、まず「確然たる法則」の政規・
典則を作成することが急務とした。
「 」 、人民の会議 を設けて憲法を作成することについては
人民の進歩が不十分であるとし 「政府の有司」が万機、
を議論して「天皇陛下夙（つと）に独裁」して制定する
のが妥当とした。天皇の英断をもって 「民意を迎え、、
国務を条例し、其裁判を課し以て有司の随意を抑制し、
一国の公事に供す」るよう求めた。こうすれば「独裁の

ジョセフ・ヒコの幕末維新　井上脩身

134



憲法」であっても「他日人民の協議」を起すことで「同
治憲法の根種」になると論じた （前掲書）。
松尾氏の『木戸孝允』には「木戸は憲法制定を求める

、 『 』建言書を政府に提出しただけでなく それを 新聞雑誌
に掲載した」とある。私は『幕末明治新聞全集』に収録
されている６０号までを点検したが、この建言書の掲載
はなかった。６１号以降に掲載されているのだろう。こ
の確認は私自身への宿題にしたい。
いずれにせよ、木戸の建言にはヒコが提唱した人権規

定への論及は全くない。何度も述べたが、ヒコは百姓・
町人の議院を求めた。しかし木戸にとって百姓・町人は
「進歩が不十分」というのだ。
ヒコは熱心に木戸にアメリカの憲法を語ったと思われ

る。だが、木戸がとりいれたのは極めて限定的だった。
ヒコの思いは自由民権運動を待たねばならなかった。

植木枝盛の憲法私案

ヒコは自伝の１８７７年１０月の項に、西郷隆盛が起
こした西南戦争に関する新聞記事を引用して、熊本城を
攻めた官軍の最初の勝利にふれたのにつづいて 「事件、
が西南の果てで起こっている間に、土佐の国の各党の態
度がかなり憂慮すべきものとなった。前枢密院議院たる
板垣は、ここしばらく政府の行動に不満をいだいていた
が、いまや政府と反乱軍の間に中立の立場をとることを

」 。 、公言した と書いている ここに出てくる板垣が前参議
板垣退助であることはいうまでもない。なぜヒコは板垣
に言及したのだろう。
板垣退助は西郷に同調して征韓論を唱えたが、米欧回

覧から帰って来た岩倉らの慎重論に破れて下野し、１８
７４（明治７）年、民選議員設立の建白書を政府左院に
提出した。これが新聞に報じられ、自由民権運動への口
火となった。こうした報道から板垣という政治家に注目
したのかもしれない。
板垣が高知で立志社を設立すると、その書生となった

のが植木枝盛だ。土佐藩士だった植木は上京して福沢諭
吉に師事し、いくつかの新聞に投書をはじめた。郵便報
知に投書した『猿人君主』が讒謗律に触れ、２カ月入獄
している。植木は板垣の帰郷とともに土佐に帰り、立志
社に参加、立志社建白書も起草した。なによりも彼を歴
史上有名にしたのは１８８１（明治１４）年に私擬憲法
『東洋大日本国国憲按 （以下国憲按）を起草したこと』
だ。同年以降のものでは『山田顕義憲法私案 『国憲意』、
見 （福地源一郎 『国憲汎論 （小野梓 『憲法草案』』 ）、 』 ）、
（ ） 、 、西周 などが知られるが これらのなかで最も民主的
急進的な内容とされる。本稿は自由民権運動がテーマで
はないので、植木の国憲按の簡単な紹介にとどめたい。
以下は家永三郎氏の『植木枝盛研究 （岩波書店）に』

よる。
国憲按は第１条に「此日本国憲法ハ明治十○年日本憲

法会議ニ於テ議定セル所也」と規定。植木は明白に民約
憲法の制定を意図していたことを示している。議会は１
院制とし「現ニ租税ヲ納メサル者現ニ法律ノ罪ニ服シ居
ル者政府ノ官吏ハ議員ニ選挙スルコトヲ得ス （第１４」
３条）と、選挙で議員を選ぶこととした。
人権保障について植木は「人民が国家を組織する目的

なのであるから、憲法においても最も優先する位置を占
めるのは当然」とし、第４編に３５条にわたって「日本
人民ノ自由権利」を規定。具体的には生命身体の自由、
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生命を奪われない権
利、法律の外において
処罰・逮捕・監禁され
ない権利、拷問を加え
られない権利、思想の
自由、信教の自由、発

、 、言の自由 演説の自由
出版の自由、集会の自
由、結社の自由、歩行
の自由、住居を犯され
ない権利、教授および
学問の自由、産業の自
由、法律によらずして
家宅捜索を受けない権
利、信書の秘密を犯さ
れない権利などの権利
を列挙した。
そしてこれらの権利を

守るための国の義務として「日本ノ国家ハ日本各人ノ自
由権利ヲ殺減スル規則ヲ作リテ之ヲ行フヲ得ス （第５」
条）とし、加えて第６条で「日本ノ国家ハ日本国民各自
ノ私事ニ干渉スルコトヲ施スコトヲ得ス」と、私権への
国家権力の干渉を拒否した。
同書は上下２段組みで７５０ページにもわたる長論文

で、とても私の手に及ぶものではない。しかしあえてい
うならば、ヒコの国体草案の考えをさらに推し進めたの
が植木の国憲按といえるだろう。
ヒコの自伝には１８７５年４月１４日の項に次のよう

な記述がある。
ミカドの政府は二つの重大声明を公表した。第１は上

院（元老院）と下院（地方官会議）を設け通常の形式に
おける代議制度を取りいれることを通達したものであっ
た。第２の声明は司法組織の中央集権化に関するもので
あった。５月には、最高裁判所（大審院）の構成法や規
則が、全帝国にわたって完備した司法大系の新機構につ
いての細則と共に公布された。
６月２０日の項。東京では、第１回地方官会議が参議

の木戸氏を議長にして、東本願寺で開かれた。
地方官会議では地方民会開設の議案に関して、府県会

・大区会の議員選出を公選とするか区戸長とするかの議
事が行われた。公選論の議案も別に提出されたが木戸は
却下した （ 木戸孝允 ）。『 』
ヒコにしてみれば木戸の後ろ向きの姿勢にいらいらし

ていたに違いない。
自伝には植木の国憲按についての言及はない。知らな

かったのかもしれない。
大日本帝国憲法（明治憲法）が発布されたのは１８８

９（明治２２）年、ヒコが５２歳のときだ。２８、２９
、 。条に信教の自由 言論・集会・結社の自由が規定された

いずれも「臣民の義務を背かず 「法律の範囲内で」と」
いう制限つきの自由の保障だ。ヒコの伝記はその前年で
終わっている。ヒコがこの憲法をどう受けとめたのかを

。 、書きとめた資料が見当たらない もしヒコに会えるなら
私はこの一点だけは聞いておきたいと思う。

（了）

大日本帝国憲法（国立公文書館蔵）
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もう今年も最後の月を迎えま
。 、 。した この夏は地震に台風 酷暑と大変な年でした

冬号の表紙は三重県亀山市関で 代にわたって桶を4
、 。創る職人というか 名人の服部さんを取材しました

月 日には三重県立総合博物館でその技を見せ12 15
ていただけるとか・・。楽しみです。
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